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こ
の
写
真
は
、高
野
町
西
町
組
合
の
祇
園
祭
屋
台
。

8
月
1
日
に
行
わ
れ
た「
七
夕
ま
つ
り
in
ふ
る
さ
と

高
野
」の
会
場
へ
向
か
う
様
子
を
撮
影
し
ま
し
た
。

私
は
、ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
、始
ま
る
前
や
終
わ
っ

た
後
の
表
情
が
好
き
で
、シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を

狙
っ
て
い
ま
す
。

　
七
夕
ま
つ
り
は
、「
み
こ
じ
ゃ
り
、こ
ー
じ
ゃ
り
ー
」

と
叫
ぶ
子
ど
も
み
こ
し
を
先
頭
に
、祇
園
祭
屋
台
や

自
治
振
興
区
な
ど
の
大
七
夕
飾
り
の
行
列
が
新
市

商
店
街
を
練
り
歩
き
ま
す
。何
と
な
く
な
つ
か
し
さ

を
感
じ
る
町
並
み
に
、提
灯
が
飾
ら
れ
、こ
の
雰
囲

気
が
好
き
で
、こ
こ
４
～
５
年
続
け
て
写
真
を
撮
り

に
出
か
け
て
い
ま
す
。

　
祇
園
祭
屋
台
は
、昔
、高
野
町
新
市
で
行
わ
れ
て

い
た
夏
の
祇
園
祭
り
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
。当

時
は
新
市
の
5
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
屋
台
を
出
し
、祇

園
囃
子
で
大
変
に
ぎ
や
か
な
祭
り
だ
っ
た
よ
う
で

す
。昭
和
30
年
こ
ろ
に
そ
の
祭
り
が
途
絶
え
ま
し
た

が
、近
年
そ
の
に
ぎ
わ
い
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
2
台

の
屋
台
が
七
夕
ま
つ
り
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

猫
田
　
薫（
上
原
町
）

応
募
方
法

　
写
真
を
通
し
て
庄
原
市
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。風
景
写
真
は
も
ち
ろ
ん
人
物
写
真
で
も
結
構
で
す
。あ

な
た
の
好
き
な
庄
原
市
の
風
景
を
写
真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、こ
の
写
真
へ
の
思
い
や
撮
影
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を

2
0
0
字
程
度
に
ま
と
め
、郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
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し
ょ
う
ば
ら百

景
（平成21年8月1日撮影）
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1
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七
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ま
つ
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in
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さ
と
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13
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ヒ
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ゴ
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郷
ど
え
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ゃ
あ
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西
城
）

8
月
15
日
　
ふ
る
さ
と
の
盆
踊
り
花
火
大
会（
比
和
）

8
月
15
日
　
東
城「
遊
夏
祭
」

8
月
21
～
23
日
　
庄
原
よ
い
と
こ
祭
1

7

～

12

14

～

冷
夏
が
話
題
と
な
っ
た
こ
の
夏
、庄
原
の
夏
祭
り
が
熱
く
盛
り
上
げ
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
パ
レ
ー
ド
、帰
省
客
と
踊
っ
た
盆
踊
り
な
ど
、

市
内
各
地
の
夏
祭
り
を
カ
メ
ラ
で
追
い
ま
し
た
。

3

1
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特  

集
SPECIAL

年　度

平成11年度

平成14年度

平成17年度

平成20年度

クラブ数

163

158

141

140

会員数（人）

9,674

9,142

8,696

8,413

総人口（人）

47,158

45,733

44,151

42,165

60歳以上
人口（人）

18,670

18,666

18,519

18,498

65歳以上
人口（人）

15,065

15,652

15,722

15,573

加入率（％）

51.8

49.0

47.0

45.5

高齢化率（％）

31.9

34.2

35.6

36.9

※ 加入率：老人クラブ会員数／60歳以上の人口

クラブ数
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平成11年度 平成14年度 平成17年度 平成20年度

36.9

20.2

33.7

22.0

29.9

23.3

26.3

25.0

加入率（％）

高齢化率（％）

広島県老人クラブ連合会の会員数等の推移 （資料：県老連調べ）

庄原市老人クラブ連合会の会員数等の推移 （資料：県老連）

「老人クラブに入りたくない」と考えてい
る60代が増加し、全国各地で「老人クラブ
離れ」が進んでいます。これまで老人クラ
ブは、高齢者の元気づくりをはじめ、地域
の環境美化や伝統文化の継承など、地域社
会を支える大切な役割を果たして来ました。
高齢化社会が進む中、このまま老人クラブ
が衰退していくとどうなるのでしょうか。
9月15日の「老人の日」を前に、老人クラブ
が抱える課題と今後のあり方を追いました。

N o w  o f  t h e  a g e d  c l u b

老人クラブは今
―改革始動！地域と福祉を支える力に―

老人クラブは今 ―改革始動！地域と福祉を支える力に―

過
渡
期
を
迎
え
た
老
人
ク
ラ
ブ

 

加
入
率
が
年
々
低
下

島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
県
老
連
）

の
調
べ
で
は
、高
齢
者
人
口
が
増
加

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、県
内
の
会
員

数
は
平
成
9
年
の
17
万
5
1
2
0
人
を
ピ

ー
ク
に
、こ
の
10
年
間
で
2
0
7
ク
ラ
ブ
、

会
員
数
で
2
万
7
3
5
0
人
が
減
少
し
て

い
ま
す
。老
人
ク
ラ
ブ
の
加
入
率（
60
歳
以

上
人
口
に
対
す
る
加
入
者
の
割
合
）も
、昭

和
63
年
度
に
は
45
・
3
％
を
占
め
て
い
ま
し

た
が
、平
成
20
年
度
で
は
、26
・
3
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
特
に
60
代
の
未
加
入
者
が
多
い
傾
向
に

あ
り
、加
入
者
の
多
く
は
70
歳
か
ら
80
歳
が

中
心
で
、加
入
率
の
低
下
や
老
人
ク
ラ
ブ
自

体
の
高
齢
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、平
成
20
年
度
の
加
入
率
が
45

・
5
％
と
県
内
で
は
高
い
組
織
率
を
誇
っ
て

い
ま
す
が
、年
々
、会
員
数
・
加
入
率
と
も
に

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。た
だ
、加
入
率
に

地
域
差
が
あ
る
の
も
事
実
。口
和
や
高
野
地

域
で
は
90
％
以
上
の
加
入
率
が
あ
る
一
方
、

庄
原
地
域
で
は
単
位
老
人
ク
ラ
ブ（
単
老
）

が
な
い
地
域
も
あ
り
、約
30
％
の
加
入
率
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

広
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市 老 連 組 織の

市 助 成の

活
動
事
例

  

老
人
ク
ラ
ブ
と
は
？

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
方
々
で
構
成
さ
れ
る
、地
域
の
自
主
的

な
高
齢
者
活
動
グ
ル
ー
プ
で
す
。会
員
が

日
常
的
に
声
を
掛
け
合
い
、歩
い
て
集
ま

る
こ
と
の
で
き
る
小
地
域
の
範
囲
で
単

老
を
組
織
し
て
い
ま
す
。地
域
の
高
齢
者

が
、生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
づ
く
り
を
基
礎
に

相
互
に
支
え
合
い
、楽
し
い
ク
ラ
ブ
づ
く

り
、社
会
へ
貢
献
す
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
3
月
末
で
、全
国
に
単
老
は

12
万
2
1
5
3
ク
ラ
ブ
、
会
員
数
は

7
6
2
万
3
9
7
2
人
で
す
。

　
ま
た
、老
人
ク
ラ
ブ
は
、昭
和
38
年
に

制
定
さ
れ
た
老
人
福
祉
法
や
平
成
6
年

の
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン(

高
齢
者
保
健
福

祉
推
進
10
カ
年
戦
略
の
見
直
し)

な
ど
に
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
・
生
き
が
い
対
策
の

推
進
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

※
本
市
で
は
、対
象
者
を
65
歳
以
上
に
規

定
さ
れ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
が
多
い
。

【
生
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い
活
動
】

●
教
養
講
座
の
開
催

（
健
康
教
室
、転
倒
予
防
教
室
、交
通
安
全

教
室
、人
権
学
習
会
、防
火
・
防
犯
教
室
、

料
理
教
室
、し
め
縄
教
室
、手
芸
教
室
、生

け
花
教
室
、食
育
講
座
な
ど
）

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
活
動

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
な
ど
）

【
地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
】

●
友
愛
訪
問
活
動

（
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
・
施
設
訪
問
な
ど
）

●
清
掃
奉
仕

（
道
路
清
掃
、集
会
所
清
掃
、神
社
清
掃
、

花
壇
管
理
、公
園
清
掃
な
ど
）

●
伝
承
活
動
、世
代
交
流

（
わ
ら
細
工
作
り
、子
ど
も
と
の
交
流
な

ど
）

老
人
ク
ラ
ブ
を
敬
遠
す
る
理
由

員
数
の
減
少
が
続
く
理
由
は
、新
規

入
会
者
が
増
え
な
い
こ
と
。個
人
の

意
思
を
尊
重
す
る
傾
向
や
趣
味
・
価
値
観
が

多
様
化
す
る
中
で
、「
人
間
関
係
が
わ
ず
ら

わ
し
い
」「
老
人
と
は
呼
ば
れ
た
く
な
い
」「
他

の
団
体
・
サ
ー
ク
ル
活
動
で
十
分
」な
ど
と

考
え
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
背

景
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、長
寿
化
で
会
員
の

年
齢
層
の
幅
が
広
が
り
、画
一
的
な
ク
ラ
ブ

活
動
で
は
、高
齢
者
全
体
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　
加
入
率
の
高
い
高
野
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
森
木
萬
利
会
長
も「
今
の
60
代
は

若
く
、本
人
も
老
人
と
い
う
意
識
は
低
い
。

こ
れ
ま
で
は
、地
域
の
申
し
合
わ
せ
で
65
歳

に
な
れ
ば
、ほ
ぼ
強
制
的
に
老
人
ク
ラ
ブ
に

加
入
し
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、若
い
人
の
価

値
観
も
多
様
化
し
て
く
る
と
今
後
は
分
か

ら
な
い
」と
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、役
員
の
後
継
不
足
か
ら
、会
長

の
退
任
に
伴
う
老
人
ク
ラ
ブ
の
解
散
も
増

え
て
い
ま
す
。市
老
連
の
遠
藤
泰
允
副
会
長

は「
高
齢
者
は
文
書
を
書
い
た
り
、補
助
金

申
請
や
実
績
に
伴
う
書
類
を
作
成
し
た
り

す
る
こ
と
が
苦
手
。そ
の
た
め
、誰
も
が
交

代
で
役
員
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、事
務

の
で
き
る
人
が
長
年
役
員
を
す
る
こ
と
も

多
い
。老
人
ク
ラ
ブ
を
解
散
し
て
、自
治
振

興
区
の
組
織
と
し
て
活
動
す
る
と
こ
ろ
も

あ
る
」と
問
題
点
を
指
摘
し
ま
す
。

　
県
老
連
の
高
橋
辰
夫
会
長
は「
歴
史
と
伝

統
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
が
、逆
に
こ
れ
ま
で
と

同
じ
活
動
を
続
け
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う

マ
ン
ネ
リ
化
を
生
み
、60
代
に
と
っ
て
魅
力

が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
は

〝
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
り
た
い
〟
と
思
わ
せ
る

魅
力
あ
る
活
動
テ
ー
マ
を
見
出
す
と
と
も

に
、高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、友
愛
活
動
、地

域
社
会
へ
の
貢
献
と
い
っ
た
老
人
ク
ラ
ブ

本
来
の
目
的
を
普
及
啓
発
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」と
強
調
し
ま
す
。

若
手
委
員
会
を
設
置

老
連
は
、会
員
の
増
強
と
ク
ラ
ブ
の

解
散
防
止
の
対
策
と
し
て
、「
若
手

委
員
会
・
女
性
若
手
委
員
会
」を
設
置
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。若
手
会
員
や
女
性
の
意

見
が
反
映
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
運
営
を
目
指
す

の
が
狙
い
。単
老
ご
と
に
若
手
委
員
を
2
人

選
出
し
、各
地
区
老
連
で
若
手
部
を
設
置
。

市
老
連
で
は
、若
手
部
の
代
表
者
が
集
ま
り
、

若
手
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
若
手
委
員
会
で
は
、リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修

の
ほ
か
、情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
、今
後
の
活
動
の
あ
り
方
を
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、「
高
年
、若
手
、女
性
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
役
員
構
成
に
し
よ
う
」と
呼

び
か
け
、若
手
会
員
を
役
員
に
登
用
し
運
営

に
参
画
す
る
こ
と
で
、健
康
づ
く
り
事
業
な

ど
若
い
人
に
魅
力
あ
る
活
動
を
提
案
し
て

い
ま
す
。

         

（単老135／庄原６、高２、本村２、峰田７、敷信
９、東５、山内７、北11、西城22、東城27、口和９、
高野13、比和10、総領５）

（平成21年7月1日）

（平成21年度）

①市老連・地区老連・単老助成

②活性化事業助成

944万円

300万円

市老人クラブ連合会

（市老連）

地区老人クラブ連合会

（地区老連14／庄原地域８、各支所区域６）

単位老人クラブ

助成合計　　　　1244万円
（県／275万円、市／969万円）

市老連女性リーダー研修会

神社の清掃活動

研修旅行 手芸クラブ作品展

わら細工作りで中学生と交流

老人クラブを知る

会

県
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市 老 連 組 織の

市 助 成の

活
動
事
例

  

老
人
ク
ラ
ブ
と
は
？

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
方
々
で
構
成
さ
れ
る
、地
域
の
自
主
的

な
高
齢
者
活
動
グ
ル
ー
プ
で
す
。会
員
が

日
常
的
に
声
を
掛
け
合
い
、歩
い
て
集
ま

る
こ
と
の
で
き
る
小
地
域
の
範
囲
で
単

老
を
組
織
し
て
い
ま
す
。地
域
の
高
齢
者

が
、生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
づ
く
り
を
基
礎
に

相
互
に
支
え
合
い
、楽
し
い
ク
ラ
ブ
づ
く

り
、社
会
へ
貢
献
す
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
3
月
末
で
、全
国
に
単
老
は

12
万
2
1
5
3
ク
ラ
ブ
、
会
員
数
は

7
6
2
万
3
9
7
2
人
で
す
。

　
ま
た
、老
人
ク
ラ
ブ
は
、昭
和
38
年
に

制
定
さ
れ
た
老
人
福
祉
法
や
平
成
6
年

の
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン(

高
齢
者
保
健
福

祉
推
進
10
カ
年
戦
略
の
見
直
し)

な
ど
に
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
・
生
き
が
い
対
策
の

推
進
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

※
本
市
で
は
、対
象
者
を
65
歳
以
上
に
規

定
さ
れ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
が
多
い
。

【
生
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い
活
動
】

●
教
養
講
座
の
開
催

（
健
康
教
室
、転
倒
予
防
教
室
、交
通
安
全

教
室
、人
権
学
習
会
、防
火
・
防
犯
教
室
、

料
理
教
室
、し
め
縄
教
室
、手
芸
教
室
、生

け
花
教
室
、食
育
講
座
な
ど
）

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
活
動

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
な
ど
）

【
地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
】

●
友
愛
訪
問
活
動

（
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
・
施
設
訪
問
な
ど
）

●
清
掃
奉
仕

（
道
路
清
掃
、集
会
所
清
掃
、神
社
清
掃
、

花
壇
管
理
、公
園
清
掃
な
ど
）

●
伝
承
活
動
、世
代
交
流

（
わ
ら
細
工
作
り
、子
ど
も
と
の
交
流
な

ど
）

老
人
ク
ラ
ブ
を
敬
遠
す
る
理
由

員
数
の
減
少
が
続
く
理
由
は
、新
規

入
会
者
が
増
え
な
い
こ
と
。個
人
の

意
思
を
尊
重
す
る
傾
向
や
趣
味
・
価
値
観
が

多
様
化
す
る
中
で
、「
人
間
関
係
が
わ
ず
ら

わ
し
い
」「
老
人
と
は
呼
ば
れ
た
く
な
い
」「
他

の
団
体
・
サ
ー
ク
ル
活
動
で
十
分
」な
ど
と

考
え
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
背

景
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、長
寿
化
で
会
員
の

年
齢
層
の
幅
が
広
が
り
、画
一
的
な
ク
ラ
ブ

活
動
で
は
、高
齢
者
全
体
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　
加
入
率
の
高
い
高
野
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
森
木
萬
利
会
長
も「
今
の
60
代
は

若
く
、本
人
も
老
人
と
い
う
意
識
は
低
い
。

こ
れ
ま
で
は
、地
域
の
申
し
合
わ
せ
で
65
歳

に
な
れ
ば
、ほ
ぼ
強
制
的
に
老
人
ク
ラ
ブ
に

加
入
し
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、若
い
人
の
価

値
観
も
多
様
化
し
て
く
る
と
今
後
は
分
か

ら
な
い
」と
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、役
員
の
後
継
不
足
か
ら
、会
長

の
退
任
に
伴
う
老
人
ク
ラ
ブ
の
解
散
も
増

え
て
い
ま
す
。市
老
連
の
遠
藤
泰
允
副
会
長

は「
高
齢
者
は
文
書
を
書
い
た
り
、補
助
金

申
請
や
実
績
に
伴
う
書
類
を
作
成
し
た
り

す
る
こ
と
が
苦
手
。そ
の
た
め
、誰
も
が
交

代
で
役
員
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、事
務

の
で
き
る
人
が
長
年
役
員
を
す
る
こ
と
も

多
い
。老
人
ク
ラ
ブ
を
解
散
し
て
、自
治
振

興
区
の
組
織
と
し
て
活
動
す
る
と
こ
ろ
も

あ
る
」と
問
題
点
を
指
摘
し
ま
す
。

　
県
老
連
の
高
橋
辰
夫
会
長
は「
歴
史
と
伝

統
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
が
、逆
に
こ
れ
ま
で
と

同
じ
活
動
を
続
け
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う

マ
ン
ネ
リ
化
を
生
み
、60
代
に
と
っ
て
魅
力

が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
は

〝
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
り
た
い
〟
と
思
わ
せ
る

魅
力
あ
る
活
動
テ
ー
マ
を
見
出
す
と
と
も

に
、高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、友
愛
活
動
、地

域
社
会
へ
の
貢
献
と
い
っ
た
老
人
ク
ラ
ブ

本
来
の
目
的
を
普
及
啓
発
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」と
強
調
し
ま
す
。

若
手
委
員
会
を
設
置

老
連
は
、会
員
の
増
強
と
ク
ラ
ブ
の

解
散
防
止
の
対
策
と
し
て
、「
若
手

委
員
会
・
女
性
若
手
委
員
会
」を
設
置
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。若
手
会
員
や
女
性
の
意

見
が
反
映
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
運
営
を
目
指
す

の
が
狙
い
。単
老
ご
と
に
若
手
委
員
を
2
人

選
出
し
、各
地
区
老
連
で
若
手
部
を
設
置
。

市
老
連
で
は
、若
手
部
の
代
表
者
が
集
ま
り
、

若
手
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
若
手
委
員
会
で
は
、リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修

の
ほ
か
、情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
、今
後
の
活
動
の
あ
り
方
を
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、「
高
年
、若
手
、女
性
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
役
員
構
成
に
し
よ
う
」と
呼

び
か
け
、若
手
会
員
を
役
員
に
登
用
し
運
営

に
参
画
す
る
こ
と
で
、健
康
づ
く
り
事
業
な

ど
若
い
人
に
魅
力
あ
る
活
動
を
提
案
し
て

い
ま
す
。

         

（単老135／庄原６、高２、本村２、峰田７、敷信
９、東５、山内７、北11、西城22、東城27、口和９、
高野13、比和10、総領５）

（平成21年7月1日）

（平成21年度）

①市老連・地区老連・単老助成

②活性化事業助成

944万円

300万円

市老人クラブ連合会

（市老連）

地区老人クラブ連合会

（地区老連14／庄原地域８、各支所区域６）

単位老人クラブ

助成合計　　　　1244万円
（県／275万円、市／969万円）

市老連女性リーダー研修会

神社の清掃活動

研修旅行 手芸クラブ作品展

わら細工作りで中学生と交流

老人クラブを知る

会

県
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会
員
増
に
は
声
か
け
や

意
識
付
け
が
大
事

若
手
委
員
の

介護予防教室

老
人
ク
ラ
ブ
は

高
齢
化
社
会
の
担
い
手 前原　伸一 課長

高齢者福祉課
まえ はら しん いち

声

やす

廣澤  靖郎 さん
東本町：「紅屋結の会」

ひろ ざわ ろう

若
い
人
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す

中原  幹枝 さん
新庄町：「延命クラブ」

なか はら えみき

Interview
【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

高
齢
者
が
高
齢
者
を
支
え
る
時
代

　
高
齢
化
が
進
む
本
市
に
お
い
て
、老
人
ク

ラ
ブ
の
衰
退
を
非
常
に
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
高
齢
者
の
現
状
を
見
る
と
、65
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
は
本
年
3
月
末
で
1

万
5
4
5
8
人
、高
齢
化
率
は
37
・
3
％
で

す
。そ
れ
が
、平
成
26
年
に
は
40
・
1
％
に
な

る
と
推
計
さ
れ
、2
・
5
人
に
1
人
は
65
歳

以
上
と
い
う
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、全
国
平
均
に
比

べ
45
年
早
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
え
、75

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
は
1
9
1
4

世
帯
、う
ち
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
巡
回
相

談
員
に
よ
る
見
守
り
対
象
者
は
1
4
5
7

人
と
な
っ
て
お
り
、今
後
、核
家
族
化
や
親

族
間
の
扶
養
意
識
が
低
下
し
て
く
れ
ば
、ま

す
ま
す
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、年
齢
に
関
係
な

く
、健
康
寿
命
を
し
っ
か
り
延
ば
し
て
、元

気
な
う
ち
は
、支
え
ら
れ
る
高
齢
者
か
ら
、

地
域
と
福
祉
を
支
え
る
高
齢
者
に
な
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に

は
、老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
、

存
在
意
義
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る

と
思
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
支
援

　
誰
も
が
い
つ
か
は
迎
え
る
高
齢
期
を
心

身
共
に
健
康
で
、安
心
し
て
、そ
の
人
ら
し

く
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、自
助
・
共
助
・
公

助
の
３
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
す
。「
自

助
」と
は
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
、

「
共
助
」は
個
人
で
で
き
な
い
こ
と
は
地
域

で
、「
公
助
」は
個
人
で
も
地
域
で
も
で
き
な

い
こ
と
は
行
政
が
確
実
に
対
応
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。特
に
老
人
ク
ラ
ブ
や
自
治
振

興
区
活
動
な
ど
の
共
助
が
し
っ
か
り
機
能

す
る
こ
と
が
大
切
。地
域
の
福
祉
力
を
高
め

る
こ
と
が
、み
ん
な
の
幸
せ
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
、市
は
庄
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
活
性

化
事
業
を
創
設
し
、老
人
ク
ラ
ブ
が
行
う
①

若
手
会
員
の
加
入
促
進
お
よ
び
育
成
に
よ

る
活
性
化
、②
会
員
へ
の
介
護
予
防
事
業
の

推
進
、③
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
見
守
り

支
援
の
実
施
に
対
し
て
、3
0
0
万
円
を
助

成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、高
齢

者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
た
い
と
市
老
連

か
ら
要
請
が
あ
っ
た
も
の
で
、大
変
心
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。今
後
、一
人
暮
ら
し
高
齢

者
等
巡
回
相
談
員
や
民
生
委
員
児
童
委
員

の
義
務
的
な
見
守
り
に
加
え
、老
人
ク
ラ
ブ

や
自
治
振
興
区
な
ど
地
域
の
さ
り
げ
な
い

気
に
掛
け
合
い
が
充
実
す
れ
ば
、高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
安
心
感
も
ず
い
ぶ
ん
と
高
ま
る

と
思
い
ま
す
。

　
全
国
で
は
、老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
率
が

高
い
ほ
ど
、高
齢
者
医
療
・
介
護
費
が
低
い

と
い
う
調
査
結
果
が
あ
る
な
ど
、老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
自
体
が
介
護
予
防
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。自
分
の
た
め
、他
人
の
た
め
、

地
域
の
た
め
、老
人
ク
ラ
ブ
へ
加
入
し
、「
支

え
・
支
え
ら
れ
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生

社
会
」を
み
ん
な
で
築
き
ま
し
ょ
う
。

は
2
年
前
、「
役
員
を
す
る
人
が
い

な
く
て
、老
人
ク
ラ
ブ
が
解
散
の
危

機
を
迎
え
て
い
る
。老
人
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て

役
員
を
し
て
ほ
し
い
」と
頼
ま
れ
加
入
し
ま

し
た
。そ
れ
ま
で
は
、老
人
ク
ラ
ブ
＝
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
全
く
関
心

が
な
く
、声
も
か
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、自

ら
老
人
ク
ラ
ブ
へ
入
ろ
う
と
は
正
直
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
加
入
後
、高
橋
辰

夫
会
長
の
考
え
方
を
聞
い
た
り
、若
手
委
員

と
し
て
県
老
連
の
研
修
会
に
参
加
し
た
り

し
て
、「
老
人
ク
ラ
ブ
が
地
域

を
支
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　
若
い
人
の
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
新
し
い
老
人

ク
ラ
ブ
を
創
っ
て
い
こ
う

と
い
う
思
い
で
、老
人
ク
ラ

ブ
を「
紅
屋
青
葉
長
寿
ク
ラ

ブ
」か
ら「
紅
屋
結
の
会
」に

名
称
変
更
し
ま
し
た
。私
は

75
歳
に
な
り
ま
す
が
、自
分

の
こ
と
を
老
人
だ
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
。い
つ
ま
で

も
考
え
方
を
若
く
保
ち
、若

い
人
に
も
受
け
入
れ
ら
れ

る
老
人
ク
ラ
ブ
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
19
人
だ
っ
た
会
員
が
、声
か
け
を
し
て
現

在
38
人
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。会
員
を
増
や

す
た
め
に
は
、や
は
り
声
か
け
が
一
番
。そ

し
て
、「
65
歳
に
な
っ
た
ら
老
人
ク
ラ
ブ
へ

入
っ
て
、自
分
た
ち
の
地
域
を
支
え
て
い
こ

う
。み
ん
な
で
楽
し
い
ク
ラ
ブ
、地
域
を
創

っ
て
い
こ
う
」と
い
う
意
識
付
け
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。若
い
人
は「
自
分
さ
え
良
け

れ
ば
い
い
」と
い
う
考
え
方
を
お
持
ち
の
方

も
お
ら
れ
ま
す
が
、少
し
ず
つ
地
域
に
目
を

向
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

歳
で
退
職
し
た
も
の
の
、ま
だ
ま
だ

「
現
役
の
働
き
盛
り
」と
い
う
意
識

が
あ
っ
た
の
で
、60
歳
で
老
人
ク
ラ
ブ
へ
入

る
と
き
は
私
も
少
し
抵
抗
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、「
60
歳
に
な
れ
ば
老
人
会
に
入
る
」

と
い
う
地
域
の
決
ま
り
ご
と
が
あ
り
、同
世

代
み
ん
な
で
加
入
す
る
の
で
気
持
ち
は
楽

で
し
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、若
手
会
員
が
中
心
と

な
っ
て
健
康
づ
く
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、廣
澤
さ
ん
と
一
緒
に
体
力
測
定
や
い

き
い
き
体
操
を
普
及
し
な
が
ら
、「
寝

た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、体
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
」「
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
を
し

ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、県
内
で
は
若
手
会
員
が
率
先

し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
、地
域
の
健
康

づ
く
り
を
引
っ
張
っ
て
い
る
事
例

も
あ
り
、若
い
人
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
定
期
的
に
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
が
、高
齢
者
が
一
人

で
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
姿
に
遭
遇

し
た
こ
と
も
あ
り
、「
夜
に
な
っ
て

も
電
気
が
つ
い
て
い
な
い
け
ど
大

丈
夫
？
」な
ど
、地
域
の
ち
ょ
っ
と

し
た
心
配
り
や
声
か
け
が
大
事
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。本
年
度
、市
老
連
で
は
安
心
見

守
り
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、地
域
の
安
全
・
安
心
づ
く
り
で
も
若

い
人
の
力
が
必
要
で
す
。

　
会
員
の
年
齢
幅
が
広
い
こ
と
か
ら
、時
に

は
世
代
間
で
考
え
方
が
異
な
る
と
思
い
ま

す
が
、お
互
い
に
理
解
し
合
い
、豊
富
な
人

生
経
験
か
ら
培
っ
た
知
恵
や
特
技
を
結
集

す
れ
ば
、も
っ
と
魅
力
的
な
ク
ラ
ブ
、そ
し

て
地
域
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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会
員
増
に
は
声
か
け
や

意
識
付
け
が
大
事

若
手
委
員
の

介護予防教室

老
人
ク
ラ
ブ
は

高
齢
化
社
会
の
担
い
手 前原　伸一 課長

高齢者福祉課
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声
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い
ま
す
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高
齢
者
が
高
齢
者
を
支
え
る
時
代

　
高
齢
化
が
進
む
本
市
に
お
い
て
、老
人
ク

ラ
ブ
の
衰
退
を
非
常
に
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
高
齢
者
の
現
状
を
見
る
と
、65
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
は
本
年
3
月
末
で
1

万
5
4
5
8
人
、高
齢
化
率
は
37
・
3
％
で

す
。そ
れ
が
、平
成
26
年
に
は
40
・
1
％
に
な

る
と
推
計
さ
れ
、2
・
5
人
に
1
人
は
65
歳

以
上
と
い
う
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、全
国
平
均
に
比

べ
45
年
早
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
え
、75

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
は
1
9
1
4

世
帯
、う
ち
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
巡
回
相

談
員
に
よ
る
見
守
り
対
象
者
は
1
4
5
7

人
と
な
っ
て
お
り
、今
後
、核
家
族
化
や
親

族
間
の
扶
養
意
識
が
低
下
し
て
く
れ
ば
、ま

す
ま
す
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、年
齢
に
関
係
な

く
、健
康
寿
命
を
し
っ
か
り
延
ば
し
て
、元

気
な
う
ち
は
、支
え
ら
れ
る
高
齢
者
か
ら
、

地
域
と
福
祉
を
支
え
る
高
齢
者
に
な
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に

は
、老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
、

存
在
意
義
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る

と
思
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
支
援

　
誰
も
が
い
つ
か
は
迎
え
る
高
齢
期
を
心

身
共
に
健
康
で
、安
心
し
て
、そ
の
人
ら
し

く
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、自
助
・
共
助
・
公

助
の
３
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
す
。「
自

助
」と
は
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
、

「
共
助
」は
個
人
で
で
き
な
い
こ
と
は
地
域

で
、「
公
助
」は
個
人
で
も
地
域
で
も
で
き
な

い
こ
と
は
行
政
が
確
実
に
対
応
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。特
に
老
人
ク
ラ
ブ
や
自
治
振

興
区
活
動
な
ど
の
共
助
が
し
っ
か
り
機
能

す
る
こ
と
が
大
切
。地
域
の
福
祉
力
を
高
め

る
こ
と
が
、み
ん
な
の
幸
せ
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
、市
は
庄
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
活
性

化
事
業
を
創
設
し
、老
人
ク
ラ
ブ
が
行
う
①

若
手
会
員
の
加
入
促
進
お
よ
び
育
成
に
よ

る
活
性
化
、②
会
員
へ
の
介
護
予
防
事
業
の

推
進
、③
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
見
守
り

支
援
の
実
施
に
対
し
て
、3
0
0
万
円
を
助

成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、高
齢

者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
た
い
と
市
老
連

か
ら
要
請
が
あ
っ
た
も
の
で
、大
変
心
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。今
後
、一
人
暮
ら
し
高
齢

者
等
巡
回
相
談
員
や
民
生
委
員
児
童
委
員

の
義
務
的
な
見
守
り
に
加
え
、老
人
ク
ラ
ブ

や
自
治
振
興
区
な
ど
地
域
の
さ
り
げ
な
い

気
に
掛
け
合
い
が
充
実
す
れ
ば
、高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
安
心
感
も
ず
い
ぶ
ん
と
高
ま
る

と
思
い
ま
す
。

　
全
国
で
は
、老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
率
が

高
い
ほ
ど
、高
齢
者
医
療
・
介
護
費
が
低
い

と
い
う
調
査
結
果
が
あ
る
な
ど
、老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
自
体
が
介
護
予
防
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。自
分
の
た
め
、他
人
の
た
め
、

地
域
の
た
め
、老
人
ク
ラ
ブ
へ
加
入
し
、「
支

え
・
支
え
ら
れ
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生

社
会
」を
み
ん
な
で
築
き
ま
し
ょ
う
。

は
2
年
前
、「
役
員
を
す
る
人
が
い

な
く
て
、老
人
ク
ラ
ブ
が
解
散
の
危

機
を
迎
え
て
い
る
。老
人
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て

役
員
を
し
て
ほ
し
い
」と
頼
ま
れ
加
入
し
ま

し
た
。そ
れ
ま
で
は
、老
人
ク
ラ
ブ
＝
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
全
く
関
心

が
な
く
、声
も
か
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、自

ら
老
人
ク
ラ
ブ
へ
入
ろ
う
と
は
正
直
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
加
入
後
、高
橋
辰

夫
会
長
の
考
え
方
を
聞
い
た
り
、若
手
委
員

と
し
て
県
老
連
の
研
修
会
に
参
加
し
た
り

し
て
、「
老
人
ク
ラ
ブ
が
地
域

を
支
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　
若
い
人
の
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
新
し
い
老
人

ク
ラ
ブ
を
創
っ
て
い
こ
う

と
い
う
思
い
で
、老
人
ク
ラ

ブ
を「
紅
屋
青
葉
長
寿
ク
ラ

ブ
」か
ら「
紅
屋
結
の
会
」に

名
称
変
更
し
ま
し
た
。私
は

75
歳
に
な
り
ま
す
が
、自
分

の
こ
と
を
老
人
だ
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
。い
つ
ま
で

も
考
え
方
を
若
く
保
ち
、若

い
人
に
も
受
け
入
れ
ら
れ

る
老
人
ク
ラ
ブ
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
19
人
だ
っ
た
会
員
が
、声
か
け
を
し
て
現

在
38
人
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。会
員
を
増
や

す
た
め
に
は
、や
は
り
声
か
け
が
一
番
。そ

し
て
、「
65
歳
に
な
っ
た
ら
老
人
ク
ラ
ブ
へ

入
っ
て
、自
分
た
ち
の
地
域
を
支
え
て
い
こ

う
。み
ん
な
で
楽
し
い
ク
ラ
ブ
、地
域
を
創

っ
て
い
こ
う
」と
い
う
意
識
付
け
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。若
い
人
は「
自
分
さ
え
良
け

れ
ば
い
い
」と
い
う
考
え
方
を
お
持
ち
の
方

も
お
ら
れ
ま
す
が
、少
し
ず
つ
地
域
に
目
を

向
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

歳
で
退
職
し
た
も
の
の
、ま
だ
ま
だ

「
現
役
の
働
き
盛
り
」と
い
う
意
識

が
あ
っ
た
の
で
、60
歳
で
老
人
ク
ラ
ブ
へ
入

る
と
き
は
私
も
少
し
抵
抗
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、「
60
歳
に
な
れ
ば
老
人
会
に
入
る
」

と
い
う
地
域
の
決
ま
り
ご
と
が
あ
り
、同
世

代
み
ん
な
で
加
入
す
る
の
で
気
持
ち
は
楽

で
し
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、若
手
会
員
が
中
心
と

な
っ
て
健
康
づ
く
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、廣
澤
さ
ん
と
一
緒
に
体
力
測
定
や
い

き
い
き
体
操
を
普
及
し
な
が
ら
、「
寝

た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、体
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
」「
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
を
し

ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、県
内
で
は
若
手
会
員
が
率
先

し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
、地
域
の
健
康

づ
く
り
を
引
っ
張
っ
て
い
る
事
例

も
あ
り
、若
い
人
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
定
期
的
に
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
が
、高
齢
者
が
一
人

で
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
姿
に
遭
遇

し
た
こ
と
も
あ
り
、「
夜
に
な
っ
て

も
電
気
が
つ
い
て
い
な
い
け
ど
大

丈
夫
？
」な
ど
、地
域
の
ち
ょ
っ
と

し
た
心
配
り
や
声
か
け
が
大
事
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。本
年
度
、市
老
連
で
は
安
心
見

守
り
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、地
域
の
安
全
・
安
心
づ
く
り
で
も
若

い
人
の
力
が
必
要
で
す
。

　
会
員
の
年
齢
幅
が
広
い
こ
と
か
ら
、時
に

は
世
代
間
で
考
え
方
が
異
な
る
と
思
い
ま

す
が
、お
互
い
に
理
解
し
合
い
、豊
富
な
人

生
経
験
か
ら
培
っ
た
知
恵
や
特
技
を
結
集

す
れ
ば
、も
っ
と
魅
力
的
な
ク
ラ
ブ
、そ
し

て
地
域
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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―改革始動！地域と福祉を支える力に―

従来からの活動内容

広報 1011 広報 2009 . 092009 . 09

高橋　辰夫 会長

広島県老人クラブ連合会

たかはしたつお。昭和３年生まれ。市場長寿
会。平成17年４月から市老連会長。平成19
年４月から県老連会長。

たか はし たつ お

●ゲートボール、グラウンドゴルフ、
　スポーツ大会

●サークル活動、教養講座

●友愛訪問活動

●子どもとの交流

●清掃奉仕、花づくり

●敬老大会、芸能大会

●健康づくり・介護予防活動
（介護予防、認知症予防、高齢者の閉じこもり防止、
自殺予防、医療費・介護費用削減）

●友愛・在宅福祉援助活動
（地域ケア体制を支える在宅福祉活動）

●安全・安心のまちづくり活動
（災害時の救援体制の整備、地域の犯罪防止、
交通安全）

●子どもの見守り、ファミリーサポート、
次世代育成活動

（子どもの安心・安全の確保、地域文化の伝承）

●生産活動、リサイクル
（生産活動の組織的取り組み、地域活性化）

参考資料：若手委員会・女性若手委員会活動の手引き（県老連）

N o w  o f  t h e  a g e d  c l u b老人クラブは今 ―改革始動！地域と福祉を支える力に―

Interview
【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

地
域
と
福
祉
を
支
え
る

老
人
ク
ラ
ブ
へ

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
目
的

①
老
人
ク
ラ
ブ
は
、高
齢
者
が
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
取
り
組
み「
自

ら
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し

い
活
動
」や
、高
齢
化
社
会
の
主

人
公
と
し
て
、高
齢
者
の
持
っ
て

い
る
経
験
や
知
恵
を
生
か
し
て「
地

域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
」に

取
り
組
み
、会
員
の
自
信
や
誇
り

を
高
め
ま
す
。

②
老
人
ク
ラ
ブ
は
、地
域
ぐ
る
み

の
福
祉
活
動
の
一
翼
を
担
う
も

の
と
し
て
、各
種
の
住
民
組
織
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、福
祉
機
関
・
団

体
と
共
同
し
た
実
践
を
行
い
、福

祉
社
会
形
成
の
担
い
手
と
な
り

ま
す
。

今後展開する活動分野

市老連の理事会

若
手
会
員
を
増
や
し
、地
域
貢
献
を

　
高
齢
化
が
進
む
中
、地
域
で
安
心
し
て
生

活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、高
齢
者
同
士

が
助
け
合
い
、支
え
合
い
、高
齢
者
自
身
も

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
社
会
に
参

加
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
高
齢
化
率
の
高
い
本
市
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
が
本
気
で
地
域
づ
く
り
の
主
役
に

な
っ
て
活
動
し
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
仲
良
し
ク

ラ
ブ
、親
睦
ク
ラ
ブ
で
良
か
っ
た
時
代
で
す
。

昭
和
38
年
に
老
人
福
祉
法
が
施
行
さ
れ
、老

人
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
補
助
制
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。当
時
、60
歳
以
上
の
割
合
は
わ
ず

か
９
％
。老
人
ク
ラ
ブ
は
大
事
に
さ
れ
、助

け
ら
れ
な
が
ら
、楽
し
く
活
動
が
で
き
ま
し

た
。し
か
し
、こ
れ
だ
け
高
齢
者
が
増
え
て

く
る
と
、支
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、元
気

な
う
ち
は
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自

分
た
ち
で
し
よ
う
、自
分
た
ち
の
仲
間
の
こ

と
は
自
分
た
ち
で
助
け
合
っ
て
い
こ
う
、老

人
ク
ラ
ブ
は
こ
う
い
う
組
織
に
変
わ
ら
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
県
老
連
で
は
、「
地
域
と
福
祉
を
支
え
る

の
は
老
人
ク
ラ
ブ
で
あ
る
」と
の
自
覚
と
自

負
を
持
ち
、老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
図
る

と
い
う
報
告
書
を
ま
と
め
、平
成
20
年
度
を

「
改
革
元
年
」と
し
て
位
置
付
け
、第
1
歩
を

踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
に
は
、会
員
が
増
え
る
仕
組
み
、入
会
し

て
一
緒
に
活
動
し
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
ク
ラ
ブ
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。現
在
、

若
い
人
の
考
え
方
や
意
見
を
今
後
の
方
針

や
企
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、若
手
会
員
の

組
織
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。会
員
が
楽

し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
時
代

の
要
請
に
あ
っ
た
活
動
を
行
い
、若
手
会
員

の
増
強
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、若
手
会
員
が
役
員
と
一
緒
に
な
っ
て
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
先
頭
に
立
ち
、「
地
域
を
豊

か
に
す
る
活
動
」「
地
域
貢
献
活
動
」に
、こ

れ
ま
で
以
上
に
舵
を
切
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

組
織
率
を
上
げ
、頼
ら
れ
る
存
在
に

　
本
市
の
高
齢
者
福
祉
対
策
は
、行
政
と
社

会
福
祉
協
議
会
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、そ

し
て
自
治
振
興
区
の
4
者
が
連
携
を
密
に

し
、同
じ
方
向
を
向
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
、協
働
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。ま
た
、各
自
治
振
興
区
に
高

齢
者
福
祉
部
を
設
け
、高
齢
者
福
祉
部
＝
老

人
ク
ラ
ブ
と
い
う
よ
う
に
、自
治
振
興
区
と

一
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
で
、効
果
的
・

効
率
的
な
地
域
貢
献
活
動
が
で
き
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
率

を
高
め
、「
高
齢
者
福
祉
対
策
は
、老
人
ク
ラ

ブ
に
任
せ
な
さ
い
」と
言
え
る
ぐ
ら
い
力
を

つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。庄
原
地
域
に
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
が
な
い
自
治
会
も
多
く
、現
在
、

各
自
治
振
興
区
を
回
り
、自
治
会
単
位
に
老

人
ク
ラ
ブ
を
作
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
を
し
て
い
ま
す
。本
年
度
中
に
は
、庄
原

地
域
の
加
入
率
を
30
％
か
ら
50
％
に
引
き

上
げ
、高
齢
者
の
代
表
と
し
て
頼
ら
れ
る
存

在
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
さ
ら
に
、地
域
の
信
頼
を
集
め
、体

力
と
気
力
に
あ
ふ
れ
た
60
代
の
方
々
に
存

在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、老
人
ク
ラ
ブ
に
目

を
向
け
て
も
ら
う
、関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。60
代
の
中
に
は
、「
老
人
」と
い
う
名
前

に
抵
抗
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、地
域
づ
く

り
を
担
う
組
織
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
、共
に
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

若手会員を中心に体力測定。健康づくりを呼びかける
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ブ
に
任
せ
な
さ
い
」と
言
え
る
ぐ
ら
い
力
を

つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。庄
原
地
域
に
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
が
な
い
自
治
会
も
多
く
、現
在
、

各
自
治
振
興
区
を
回
り
、自
治
会
単
位
に
老

人
ク
ラ
ブ
を
作
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
を
し
て
い
ま
す
。本
年
度
中
に
は
、庄
原

地
域
の
加
入
率
を
30
％
か
ら
50
％
に
引
き

上
げ
、高
齢
者
の
代
表
と
し
て
頼
ら
れ
る
存

在
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
さ
ら
に
、地
域
の
信
頼
を
集
め
、体

力
と
気
力
に
あ
ふ
れ
た
60
代
の
方
々
に
存

在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、老
人
ク
ラ
ブ
に
目

を
向
け
て
も
ら
う
、関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。60
代
の
中
に
は
、「
老
人
」と
い
う
名
前

に
抵
抗
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、地
域
づ
く

り
を
担
う
組
織
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
、共
に
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

若手会員を中心に体力測定。健康づくりを呼びかける
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経済危機対策へ８つの視点

実　施　内　容 予　算

 (単位:万円)

①自治振興区活性化対策

●自治振興センター化へ向けた施設の改修（帝釈環境改善センター・八幡多目的研修集会所のトイレ水洗化。総領文化会館
のトイレと空調設備整備）

②農林業等支援対策（重点プロジェクトの推進）

●農業自立振興事業…乳用牛振興対策（アカバネ病予防ワクチン接種・配合飼料利用に助成）など
●木質バイオマス活用事業…高野温泉神之瀬の湯・鮎の里公園・ひば道後山高原荘へペレットボイラーの導入。『木材集荷

システム』構築に係る移動式チッパー等機械購入など
●観光振興・定住促進事業…上野総合公園桜補植、かさべるで施設改修、緑の村文化センター遊具整備、三楽荘改修、観光地

誘導看板の整備など

③地球温暖化など環境対策

●太陽光発電の設備整備支援事業…小中学校（15校）やリサイクルプラザに太陽光発電設備を整備。住宅用の太陽光発電設
備導入に補助

●公共施設地上デジタル放送対策事業…小中学校や公共施設のテレビを地デジ対応テレビに更新
●低公害車等整備普及事業…ハイブリッド対応のバスやごみ収集車を整備、公共交通の利用促進対策（広島県バス協会が

発行するICカード乗車券『PASPY』購入に補助）

⑤市民生活支援対策

●生活支援事業…携帯電話の不感エリア対策（西城黒谷、西城福山、口和宮内、総領松山田尻）、乗り降りしやすい低床バス
車両導入支援

●保育所の施設整備事業…峰田保育所増築
●地域医療対策事業…市内医療機関の電子ネットワーク構築支援、医療機器の整備支援（庄原赤十字病院・西城市民病院・

診療所）
●防犯・防災体制整備事業…防犯カメラの整備（西本町・新庄町・山内町・川北町・峰田町・東城町内の交差点）、消防団員の夏

用活動服購入

⑥安心・安全の実現

●耐震対策事業…庄原市民会館・庄原自治振興センター・西城市民病院・高野中学校関連施設
●防火対策事業…介護老人施設せせらぎなどへスプリンクラー設置
●道路改良等事業…市道などの道路改良工事・舗装工事・維持修繕
●小中学校の施設整備事業…プールの改修（８校）や山内小学校教室改修、東城中学校フェンス改修
●簡易水道施設整備事業…水質濁度計整備など

⑦若者支援対策

●子育て支援対策事業…庄原市子育て世帯一時金給付（小学６年生・中学３年生の児童・生徒を持つ世帯を支援）
●若者生活基盤支援事業…庄原市新婚世帯家賃・通勤支援、若者転入世帯支援

⑧その他、地域活性化・経済危機対策

●社会体育施設等整備事業…庄原市テニスコート改修、東城中央運動公園野球場グラウンド・高野スポーツ広場グラウン
ドの整備、田園文化センター外壁改修、比和自然科学博物館地学分館整備

●小中学校の教育振興事業…新学習指導要領に伴う理科教育備品購入
●公共下水道等の整備など

④中小企業支援対策

●商業集積地域の活性化対策…西城まちづくり計画策定

3,718

3億6,898

9億5,491

300

6億1,448

6億2,702

4,321

2億2,851

28億7,729合　　　計

4,059合　　　計

※詳細の説明を要する施策については、担当課から別途広報紙などでお知らせします。

※詳細の説明を要する施策については、担当課から別途広報紙などでお知らせします。

　
小
学
６
年
生
・
中
学
３
年
生
の
児
童
・
生

徒
を
持
つ
世
帯
を
支
援
し
ま
す
。

●
給
付
金
額（
児
童
・
生
徒
1
人
当
た
り
）

小
学
６
年
生
…
２
万
円

中
学
３
年
生
…
３
万
円

●
実
施
期
間
　
平
成
21
～
23
年
度（
３
年
間
）

●
申
請
時
期（
本
年
度
）

平
成
22
年
1
月
～
3
月

●
給
付
時
期（
本
年
度
）

平
成
22
年
2
月
下
旬
～
5
月
中
旬
　

●
問
い
合
わ
せ

女
性
児
童
課
児
童
福
祉
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
9
2

　
人
口
減
少
が
著
し
い
若
年
層
の
定
住
を

進
め
る
た
め
、家
賃
・
通
勤
経
費
を
支
援
し

ま
す
。

●
資
格
要
件
　
満
40
歳
未
満
の
市
民
で
平

成
21
年
4
月
1
日
以
降
に
婚
姻
届
出
を
し

た
夫
婦
。　

●
住
居
要
件
　
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に

入
居
し
て
い
る
方
、ま
た
は
入
居
す
る
方
。

※
詳
細
は
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
定
住
推
進
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
7
8

　
経
済
危
機
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

若
者
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、若
者
世
帯
が

庄
原
市
に
転
入
す
る
際
、支
援
品
を
交
付
し

ま
す
。ま
た
、転
入
者
の
地
域
環
境
美
化
へ

の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
ま
す
。

●
対
象
世
帯
　
庄
原
市
へ
転
入
し
、転
入
後

3
年
以
上
庄
原
市
に
居
住
し
よ
う
と
す
る

16
歳
以
上
40
歳
未
満
の
者
を
含
む
世
帯
。

●
実
施
期
間
　
平
成
21
年
9
月
１
日
か
ら

平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

●
支
援
品
　
ご
み
袋
・
米
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
の
セ
ッ
ト（
4
3
0
0
円
相
当
）

●
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
5
7

第3次庄原市経済危機対策

第3次庄原市経済危機対策

　
市
は
昨
年
12
月
以
降
、景
気
対
策
事
業
と

し
て
約
16
億
円
を
予
算
化
し
、経
済
・
生
活

支
援
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。し

か
し
、い
ま
だ
景
気
回
復
に
向
け
た
動
き
は

鈍
く
、景
気
の
底
打
ち
が
感
じ
ら
れ
な
い
状

況
で
す
。

　
そ
の
た
め
、市
は
国
や
県
の
施
策
と
歩
調

を
合
わ
せ
、景
気
回
復
に
つ
な
げ
る
第
３
次

庄
原
市
経
済
危
機
対
策
事
業
を
予
算
化
し

ま
し
た
。地
球
温
暖
化
、少
子
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
、安
全
・
安
心
の
実
現
な
ど
の
事

業
を
推
進
す
る
国
の『
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
』12
億
1
8
7
4
万

円
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
創
出
を
目

指
す
県
の
『
元
気
づ
く
り
緊
急
交
付
金
』

9
0
0
0
万
円
な
ど
の
財
源
を
活
用
し
ま

す
。

第
３
次
経
済
危
機
対
策
の
骨
子

　
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
地
域
経
済
対

策
・
地
域
活
性
化
対
策
事
業
を
長
期
総
合
計

画
の
施
策
体
系
に
沿
っ
て
、

①
経
済
対
策
効
果
・
事
業
の
必
要
性
・
緊
急

性
や
熟
度
が
高
い
事
業

②
将
来
に
わ
た
り
財
政
負
担
の
軽
減
と
な

る
事
業

③
政
策
的
・
戦
略
的
に
極
め
て
重
要
な
事
業

な
ど
、多
分
野
に
わ
た
っ
た
総
合
的
な
経
済

対
策
を
次
の
８
つ
の
視
点
を
も
っ
て
積
極

的
に
実
施
し
ま
す
。

厚生労働省所管の「子育て応援特別手当及び女性特有のがん対策」

実　施　内　容 予　算

 (単位:万円)

①子育て応援特別手当

●幼児教育期の子育てにかかる経済負担を緩和するため、平成15年4月2日から平成18年4月1日までの間に生まれた子ども
１人当たり3万6000円を支給する〔平成21年度に限り第1子から対象〕

②女性特有のがん対策

●一定の年齢に達した女性に対して、子宮頸がん・乳がん検診の無料クーポン配布や検診手帳を交付して受診率の向上を図る
　○対象者：子宮頸がん検診（20歳、25歳、30歳、35歳、40歳が対象）
　　　　　：乳がん検診（40歳、45歳、50歳、55歳、60歳が対象）

3,441

618

へ約28億円

景気
対策

景気
対策

庄
原
市
子
育
て
世
帯

　
　
　
　
　
　
一
時
金
給
付
事
業

若
者
転
入
世
帯
支
援
品
交
付
事
業

庄
原
市
新
婚
世
帯
家
賃
・

　
　
　
　
　
　
　
通
勤
支
援
事
業

企画課　鈎0824―73―1128

へ約28億円

若
者
対
策
な
ど
注
目
の
事
業
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経済危機対策へ８つの視点

実　施　内　容 予　算

 (単位:万円)

①自治振興区活性化対策

●自治振興センター化へ向けた施設の改修（帝釈環境改善センター・八幡多目的研修集会所のトイレ水洗化。総領文化会館
のトイレと空調設備整備）

②農林業等支援対策（重点プロジェクトの推進）

●農業自立振興事業…乳用牛振興対策（アカバネ病予防ワクチン接種・配合飼料利用に助成）など
●木質バイオマス活用事業…高野温泉神之瀬の湯・鮎の里公園・ひば道後山高原荘へペレットボイラーの導入。『木材集荷

システム』構築に係る移動式チッパー等機械購入など
●観光振興・定住促進事業…上野総合公園桜補植、かさべるで施設改修、緑の村文化センター遊具整備、三楽荘改修、観光地

誘導看板の整備など

③地球温暖化など環境対策

●太陽光発電の設備整備支援事業…小中学校（15校）やリサイクルプラザに太陽光発電設備を整備。住宅用の太陽光発電設
備導入に補助

●公共施設地上デジタル放送対策事業…小中学校や公共施設のテレビを地デジ対応テレビに更新
●低公害車等整備普及事業…ハイブリッド対応のバスやごみ収集車を整備、公共交通の利用促進対策（広島県バス協会が

発行するICカード乗車券『PASPY』購入に補助）

⑤市民生活支援対策

●生活支援事業…携帯電話の不感エリア対策（西城黒谷、西城福山、口和宮内、総領松山田尻）、乗り降りしやすい低床バス
車両導入支援

●保育所の施設整備事業…峰田保育所増築
●地域医療対策事業…市内医療機関の電子ネットワーク構築支援、医療機器の整備支援（庄原赤十字病院・西城市民病院・

診療所）
●防犯・防災体制整備事業…防犯カメラの整備（西本町・新庄町・山内町・川北町・峰田町・東城町内の交差点）、消防団員の夏

用活動服購入

⑥安心・安全の実現

●耐震対策事業…庄原市民会館・庄原自治振興センター・西城市民病院・高野中学校関連施設
●防火対策事業…介護老人施設せせらぎなどへスプリンクラー設置
●道路改良等事業…市道などの道路改良工事・舗装工事・維持修繕
●小中学校の施設整備事業…プールの改修（８校）や山内小学校教室改修、東城中学校フェンス改修
●簡易水道施設整備事業…水質濁度計整備など

⑦若者支援対策

●子育て支援対策事業…庄原市子育て世帯一時金給付（小学６年生・中学３年生の児童・生徒を持つ世帯を支援）
●若者生活基盤支援事業…庄原市新婚世帯家賃・通勤支援、若者転入世帯支援

⑧その他、地域活性化・経済危機対策

●社会体育施設等整備事業…庄原市テニスコート改修、東城中央運動公園野球場グラウンド・高野スポーツ広場グラウン
ドの整備、田園文化センター外壁改修、比和自然科学博物館地学分館整備

●小中学校の教育振興事業…新学習指導要領に伴う理科教育備品購入
●公共下水道等の整備など

④中小企業支援対策

●商業集積地域の活性化対策…西城まちづくり計画策定

3,718

3億6,898

9億5,491

300

6億1,448

6億2,702

4,321

2億2,851

28億7,729合　　　計

4,059合　　　計

※詳細の説明を要する施策については、担当課から別途広報紙などでお知らせします。

※詳細の説明を要する施策については、担当課から別途広報紙などでお知らせします。
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在
検
討
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
定
住
推
進
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
7
8

　
経
済
危
機
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

若
者
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、若
者
世
帯
が

庄
原
市
に
転
入
す
る
際
、支
援
品
を
交
付
し

ま
す
。ま
た
、転
入
者
の
地
域
環
境
美
化
へ

の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
ま
す
。

●
対
象
世
帯
　
庄
原
市
へ
転
入
し
、転
入
後

3
年
以
上
庄
原
市
に
居
住
し
よ
う
と
す
る

16
歳
以
上
40
歳
未
満
の
者
を
含
む
世
帯
。

●
実
施
期
間
　
平
成
21
年
9
月
１
日
か
ら

平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

●
支
援
品
　
ご
み
袋
・
米
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
の
セ
ッ
ト（
4
3
0
0
円
相
当
）

●
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
5
7

第3次庄原市経済危機対策

第3次庄原市経済危機対策

　
市
は
昨
年
12
月
以
降
、景
気
対
策
事
業
と

し
て
約
16
億
円
を
予
算
化
し
、経
済
・
生
活

支
援
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。し

か
し
、い
ま
だ
景
気
回
復
に
向
け
た
動
き
は

鈍
く
、景
気
の
底
打
ち
が
感
じ
ら
れ
な
い
状

況
で
す
。

　
そ
の
た
め
、市
は
国
や
県
の
施
策
と
歩
調

を
合
わ
せ
、景
気
回
復
に
つ
な
げ
る
第
３
次

庄
原
市
経
済
危
機
対
策
事
業
を
予
算
化
し

ま
し
た
。地
球
温
暖
化
、少
子
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
、安
全
・
安
心
の
実
現
な
ど
の
事

業
を
推
進
す
る
国
の『
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
』12
億
1
8
7
4
万

円
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
創
出
を
目

指
す
県
の
『
元
気
づ
く
り
緊
急
交
付
金
』

9
0
0
0
万
円
な
ど
の
財
源
を
活
用
し
ま

す
。

第
３
次
経
済
危
機
対
策
の
骨
子

　
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
地
域
経
済
対

策
・
地
域
活
性
化
対
策
事
業
を
長
期
総
合
計

画
の
施
策
体
系
に
沿
っ
て
、

①
経
済
対
策
効
果
・
事
業
の
必
要
性
・
緊
急

性
や
熟
度
が
高
い
事
業

②
将
来
に
わ
た
り
財
政
負
担
の
軽
減
と
な

る
事
業

③
政
策
的
・
戦
略
的
に
極
め
て
重
要
な
事
業

な
ど
、多
分
野
に
わ
た
っ
た
総
合
的
な
経
済

対
策
を
次
の
８
つ
の
視
点
を
も
っ
て
積
極

的
に
実
施
し
ま
す
。

厚生労働省所管の「子育て応援特別手当及び女性特有のがん対策」

実　施　内　容 予　算

 (単位:万円)

①子育て応援特別手当

●幼児教育期の子育てにかかる経済負担を緩和するため、平成15年4月2日から平成18年4月1日までの間に生まれた子ども
１人当たり3万6000円を支給する〔平成21年度に限り第1子から対象〕

②女性特有のがん対策

●一定の年齢に達した女性に対して、子宮頸がん・乳がん検診の無料クーポン配布や検診手帳を交付して受診率の向上を図る
　○対象者：子宮頸がん検診（20歳、25歳、30歳、35歳、40歳が対象）
　　　　　：乳がん検診（40歳、45歳、50歳、55歳、60歳が対象）

3,441

618

へ約28億円

景気
対策

景気
対策

庄
原
市
子
育
て
世
帯

　
　
　
　
　
　
一
時
金
給
付
事
業

若
者
転
入
世
帯
支
援
品
交
付
事
業

庄
原
市
新
婚
世
帯
家
賃
・

　
　
　
　
　
　
　
通
勤
支
援
事
業

企画課　鈎0824―73―1128

へ約28億円

若
者
対
策
な
ど
注
目
の
事
業
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安
心
・
安
全
な
毎
日
の
た
め
に

　
夏
休
み
も
終
わ
り
、学
校
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
は
、小
中
学
校
を

中
心
と
し
て
地
域
内
全
体
に
広
が
っ
て
お
り
、

登
下
校
の
時
間
帯
に
な
る
と
、子
ど
も
た
ち

が
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
へ
移
動
し
ま
す
。

　
近
年
、地
域
の
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
ろ
う
と
、市
内
各
地
で
見
守
り
活

動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

庄
原
警
察
署
　
鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
0
1
1
0

【
基
本
的
な
心
構
え
】

●
気
軽
に
！

　
日
常
生
活
の
一
部
と
し
て
気
軽
に
や
り

ま
し
ょ
う
。犬
の
散
歩
や
買
い
物
の
際
に
、

腕
章
や
タ
ス
キ
な
ど
を
着
け
る
だ
け
で
、犯

罪
の
抑
止
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●
気
長
に
！

　
気
長
に
続
け
れ
ば
、知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
環
境
が
つ
く

ら
れ
ま
す
。

●
危
険
な
く
！

　
危
険
な
こ
と
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。危
な
い
と
思
っ
た
ら
警
察
に
通
報
し
ま

し
ょ
う
。

【
見
守
り
の
着
眼
点
】

●
不
審
な
車（
者
）は
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。子
ど
も
に
声
を
か
け
て
い
る
、

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
な
ど
で
子
ど
も
を
撮

影
し
て
い
る
な
ど
。

●
子
ど
も
の
叫
び
声
や
ブ
ザ
ー
、ホ
イ
ッ
ス

ル
の
音
に
敏
感
に
反
応
し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
に
声
を
か
け
て
い
る
人
物
を
見

か
け
た
ら
、子
ど
も
の
方
に「
大
丈
夫
？
」と

声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

●
夕
暮
れ
時
に
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
た
ら
、

早
め
の
帰
宅
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

●
通
学
路
な
ど
に
異
常
が
な
い
か
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う

①
落
下
物
や
廃
棄
物
な
ど
、子
ど
も
が
持
っ

て
遊
ん
で
危
険
な
物
、有
害
な
物
は
な
い
か
。

②
用
水
路
や
た
め
池
な
ど
、水
難
事
故
が
発

生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
所
は
な
い
か
。

③
空
き
家
や
廃
屋
な
ど
、子
ど
も
の
遊
び
場

に
な
っ
て
い
る
危
険
な
場
所
は
な
い
か
。

POINT

県立広島大学研究開発助成事業 企画課企画調整係　鈎0824―73―1128

　市は平成17年度から、県立広島大学の研究者が
所有する知的資源と地域資源を活用し、研究成果
を商品化・事業化に結び付け、地域活性化を図る「県
立広島大学研究開発助成事業」を実施しています。
　本年度は、新規助成対象研究課題として、５件の

課題を採択しました。
　今後は、研究成果を研究担当者やしょうばら産
学官連携推進機構と連携しながら、地域活性化や
新産業創出に向けて取り組みを進めます。

吉野　智之 准教授

低濃度油分含有廃水を効率的に回収する実用小型装置の作製

地元企業などと連携し、「油分回収装置」を作製・改良。環境保全や地元企業の活性化を目指します。
江頭　直義 教授

相沢　慎一 教授

前川　俊清 准教授

亜／超臨界流体によるサーモスイッチング式POPs分解装置の開発

ダイオキシン類による汚染土壌の処理や農作物残渣の処理が可能な小型分解装置を開発。
環境保全や地元企業の活性化を目指します。

三苫　好治 准教授

汚泥焼却炉におけるバイオマスエネルギー利用及び汚泥の処理に関する研究

し尿汚泥焼却施設、ごみ焼却施設に木質バイオマスエネルギーなどを有効活用するよう研究し、
環境保全を目指します。

マツタケの人工栽培とマツタケ山の再生

マツタケのシロの安定した人工栽培法を確立し、シロを庄原市や周辺のマツタケ山へ移植。
地域経済活性化を目指します。

庄原発特産化加工食品の開発と資源化

「庄原発」の食品加工品の開発と特産化。ノウハウを開示し農業振興や食育に貢献します。

研究課題の内容 研  究  者

平
成
21
年
度
助
成
対
象
研
究
課
題

地域活性化に向け新たに5件を採択

見
守
り
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

み
ん
な
で
子
ど
も
を

　
　
　
　
見
守
り
ま
し
ょ
う

　
環
境
に
や
さ
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

積
極
的
な
利
用
、地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進

を
目
的
と
し
て
、住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。広
島
県
は
全
国
的
に
も
日
照
条
件
な
ど

が
太
陽
光
発
電
に
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、本
市
に
お
い
て
も
こ
の
地
域
特
性

を
生
か
し
た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普

及
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
補
助
金
額

シ
ス
テ
ム
出
力
１
kw
あ
た
り
3
万
5
0
0
0

円
で
上
限
14
万
円(

上
限
４
kw)

●
対
象
者

①
市
内
在
住
ま
た
は
こ
れ
か
ら
市
内
に
シ

ス
テ
ム
付
き
住
宅
を
購
入
す
る
方

②
平
成
21
年
4
月
以
降
で
、国
の
定
め
た
補

助
金
を
受
け
て
設
置
を
さ
れ
た
方

※
国
の
定
め
た
補
助
金(

住
宅
用
太
陽
光
発

電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金)

と
合
わ
せ
て

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。住
宅
用
太
陽

光
発
電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
シ
ス
テ

ム
出
力
１
kw
あ
た
り
7
万
円(

10
kw
上
限)

●
補
助
期
間
　
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

（
た
だ
し
、平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
に
事

業
完
了
さ
れ
る
方
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
1
3
9
8

　
路
線
バ
ス
な
ど
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、市
民
が
記
名
式
P
A
S
P
Y
を
新
規
購

入
す
る
際
の
購
入
金
額
の
う
ち
、チ
ャ
ー
ジ

料
金
1
0
0
0
円
分
を
市
が
負
担
し
ま
す
。

　
P
A
S
P
Y
と
は
、広
島
県
の
主
な
バ
ス
・

路
面
電
車
な
ど
で
利
用
い
た
だ
け
る
便
利

な
I
C
カ
ー
ド
で
す
。P
A
S
P
Y
の
利
点

と
し
て
、乗
車
ご
と
の
運
賃
に
対
し
て
最
大

10
%
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

●
補
助
期
間
　
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

●
申
し
込
み
　
庄
原
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で
申

込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。（
※
本
人
確
認

の
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。日
曜
・
祝
日

は
休
み
）

●
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
5
4

備
北
交
通
㈱

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
2
1
2
2

住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
に
補
助

―
庄
原
市
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
補
助
金
―

公
共
交
通
の
利
用
を
促
進

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券

　
　
　
　
　『
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
』購
入
を
補
助

設置価格
210万円

市の補助金
10.5万円

国の補助金
21万円

31.5万円の補助金を
受けることができます

システム出力３kwの太陽光発電システムを設置した場合
（機器・工事費込みで、国の定める補助金による対象システ
ム上限額70万円で算定。市場価格は販売店ごとに異なりま
すので、詳しくは取扱店へご相談ください。）

設置価格210万円のうち
市の補助金　3万5000円／kw×３kw＝10万5000円
国の補助金　7万円／kw×３kw＝21万円
合わせて、31万5000円の補助金を受けることができます。

設置例

太陽光発電システム

今
す
ぐ
活
用
で
き
る
本
年
度
限
定
補
助
金

―
経
済
危
機
対
策
―

PASPYは、このマークのあるバス・
路面電車等でご利用いただけます。
※バスの前面や乗車口付近に表示しています。

パ
ス
ピ
ー

第3次庄原市経済危機対策

へ約28億円景気
対策
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安
心
・
安
全
な
毎
日
の
た
め
に

　
夏
休
み
も
終
わ
り
、学
校
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
は
、小
中
学
校
を

中
心
と
し
て
地
域
内
全
体
に
広
が
っ
て
お
り
、

登
下
校
の
時
間
帯
に
な
る
と
、子
ど
も
た
ち

が
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
へ
移
動
し
ま
す
。

　
近
年
、地
域
の
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
ろ
う
と
、市
内
各
地
で
見
守
り
活

動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

庄
原
警
察
署
　
鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
0
1
1
0

【
基
本
的
な
心
構
え
】

●
気
軽
に
！

　
日
常
生
活
の
一
部
と
し
て
気
軽
に
や
り

ま
し
ょ
う
。犬
の
散
歩
や
買
い
物
の
際
に
、

腕
章
や
タ
ス
キ
な
ど
を
着
け
る
だ
け
で
、犯

罪
の
抑
止
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●
気
長
に
！

　
気
長
に
続
け
れ
ば
、知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
環
境
が
つ
く

ら
れ
ま
す
。

●
危
険
な
く
！

　
危
険
な
こ
と
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。危
な
い
と
思
っ
た
ら
警
察
に
通
報
し
ま

し
ょ
う
。

【
見
守
り
の
着
眼
点
】

●
不
審
な
車（
者
）は
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。子
ど
も
に
声
を
か
け
て
い
る
、

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
な
ど
で
子
ど
も
を
撮

影
し
て
い
る
な
ど
。

●
子
ど
も
の
叫
び
声
や
ブ
ザ
ー
、ホ
イ
ッ
ス

ル
の
音
に
敏
感
に
反
応
し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
に
声
を
か
け
て
い
る
人
物
を
見

か
け
た
ら
、子
ど
も
の
方
に「
大
丈
夫
？
」と

声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

●
夕
暮
れ
時
に
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
た
ら
、

早
め
の
帰
宅
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

●
通
学
路
な
ど
に
異
常
が
な
い
か
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う

①
落
下
物
や
廃
棄
物
な
ど
、子
ど
も
が
持
っ

て
遊
ん
で
危
険
な
物
、有
害
な
物
は
な
い
か
。

②
用
水
路
や
た
め
池
な
ど
、水
難
事
故
が
発

生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
所
は
な
い
か
。

③
空
き
家
や
廃
屋
な
ど
、子
ど
も
の
遊
び
場

に
な
っ
て
い
る
危
険
な
場
所
は
な
い
か
。

POINT

県立広島大学研究開発助成事業 企画課企画調整係　鈎0824―73―1128

　市は平成17年度から、県立広島大学の研究者が
所有する知的資源と地域資源を活用し、研究成果
を商品化・事業化に結び付け、地域活性化を図る「県
立広島大学研究開発助成事業」を実施しています。
　本年度は、新規助成対象研究課題として、５件の

課題を採択しました。
　今後は、研究成果を研究担当者やしょうばら産
学官連携推進機構と連携しながら、地域活性化や
新産業創出に向けて取り組みを進めます。

吉野　智之 准教授

低濃度油分含有廃水を効率的に回収する実用小型装置の作製

地元企業などと連携し、「油分回収装置」を作製・改良。環境保全や地元企業の活性化を目指します。
江頭　直義 教授

相沢　慎一 教授

前川　俊清 准教授

亜／超臨界流体によるサーモスイッチング式POPs分解装置の開発

ダイオキシン類による汚染土壌の処理や農作物残渣の処理が可能な小型分解装置を開発。
環境保全や地元企業の活性化を目指します。

三苫　好治 准教授

汚泥焼却炉におけるバイオマスエネルギー利用及び汚泥の処理に関する研究

し尿汚泥焼却施設、ごみ焼却施設に木質バイオマスエネルギーなどを有効活用するよう研究し、
環境保全を目指します。

マツタケの人工栽培とマツタケ山の再生

マツタケのシロの安定した人工栽培法を確立し、シロを庄原市や周辺のマツタケ山へ移植。
地域経済活性化を目指します。

庄原発特産化加工食品の開発と資源化

「庄原発」の食品加工品の開発と特産化。ノウハウを開示し農業振興や食育に貢献します。

研究課題の内容 研  究  者

平
成
21
年
度
助
成
対
象
研
究
課
題

地域活性化に向け新たに5件を採択

見
守
り
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

み
ん
な
で
子
ど
も
を

　
　
　
　
見
守
り
ま
し
ょ
う

　
環
境
に
や
さ
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

積
極
的
な
利
用
、地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進

を
目
的
と
し
て
、住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。広
島
県
は
全
国
的
に
も
日
照
条
件
な
ど

が
太
陽
光
発
電
に
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、本
市
に
お
い
て
も
こ
の
地
域
特
性

を
生
か
し
た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普

及
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
補
助
金
額

シ
ス
テ
ム
出
力
１
kw
あ
た
り
3
万
5
0
0
0

円
で
上
限
14
万
円(

上
限
４
kw)

●
対
象
者

①
市
内
在
住
ま
た
は
こ
れ
か
ら
市
内
に
シ

ス
テ
ム
付
き
住
宅
を
購
入
す
る
方

②
平
成
21
年
4
月
以
降
で
、国
の
定
め
た
補

助
金
を
受
け
て
設
置
を
さ
れ
た
方

※
国
の
定
め
た
補
助
金(

住
宅
用
太
陽
光
発

電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金)

と
合
わ
せ
て

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。住
宅
用
太
陽

光
発
電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
シ
ス
テ

ム
出
力
１
kw
あ
た
り
7
万
円(

10
kw
上
限)

●
補
助
期
間
　
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

（
た
だ
し
、平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
に
事

業
完
了
さ
れ
る
方
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
1
3
9
8

　
路
線
バ
ス
な
ど
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、市
民
が
記
名
式
P
A
S
P
Y
を
新
規
購

入
す
る
際
の
購
入
金
額
の
う
ち
、チ
ャ
ー
ジ

料
金
1
0
0
0
円
分
を
市
が
負
担
し
ま
す
。

　
P
A
S
P
Y
と
は
、広
島
県
の
主
な
バ
ス
・

路
面
電
車
な
ど
で
利
用
い
た
だ
け
る
便
利

な
I
C
カ
ー
ド
で
す
。P
A
S
P
Y
の
利
点

と
し
て
、乗
車
ご
と
の
運
賃
に
対
し
て
最
大

10
%
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

●
補
助
期
間
　
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

●
申
し
込
み
　
庄
原
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で
申

込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。（
※
本
人
確
認

の
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。日
曜
・
祝
日

は
休
み
）

●
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
5
4

備
北
交
通
㈱

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
2
1
2
2

住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
に
補
助

―
庄
原
市
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
補
助
金
―

公
共
交
通
の
利
用
を
促
進

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券

　
　
　
　
　『
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
』購
入
を
補
助

設置価格
210万円

市の補助金
10.5万円

国の補助金
21万円

31.5万円の補助金を
受けることができます

システム出力３kwの太陽光発電システムを設置した場合
（機器・工事費込みで、国の定める補助金による対象システ
ム上限額70万円で算定。市場価格は販売店ごとに異なりま
すので、詳しくは取扱店へご相談ください。）

設置価格210万円のうち
市の補助金　3万5000円／kw×３kw＝10万5000円
国の補助金　7万円／kw×３kw＝21万円
合わせて、31万5000円の補助金を受けることができます。

設置例

太陽光発電システム

今
す
ぐ
活
用
で
き
る
本
年
度
限
定
補
助
金

―
経
済
危
機
対
策
―

PASPYは、このマークのあるバス・
路面電車等でご利用いただけます。
※バスの前面や乗車口付近に表示しています。

パ
ス
ピ
ー

第3次庄原市経済危機対策

へ約28億円景気
対策
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※
相
談
員
が
不
在
の
時
は
生
活
安
全
係
の

職
員
が
対
応
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
５
４

　
点
検
と
称
し
て
訪
問
し
、「
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
」と
か「
無
料
で
点
検
を

す
る
」な
ど
と
、あ
た
か
も
正
規
の
点
検
の

ふ
り
を
し
な
が
ら
断
れ
な
い
状
態
に
し
、最

終
的
に
高
額
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
売
り

つ
け
る
手
口
。

　「
屋
根
」「
床
下
」「
布
団
」「
電
話
」「
地
デ
ジ
」

「
ボ
イ
ラ
ー
」な
ど
、点
検
の
口
実
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。

　「
消
防
署
の
ほ
う
か
ら
来
ま
し
た
」な
ど

と
消
防
署
員
の
ふ
り
を
し
て
、「
消
火
器
の

設
置
が
必
要
」と
か「
消
防
法
の
改
正
で
、火

災
報
知
器
を
設
置
し
な
い
と
処
罰
さ
れ
る
」

と
し
て
、消
火
器
や
火
災
報
知
器
な
ど
を
売

り
つ
け
る
手
口
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、郵
便
局
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
、電
力

会
社
、水
道
局
な
ど
を
語
り
、浄
水
器
や
電

話
機
な
ど
を
売
り
つ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

①
う
ま
い
話
は
先
ず
疑
う

　
業
者
の
話
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、同
様
の
商

品
な
ど
の
価
格
を
比
較
す
る
と
と
も
に
、そ

も
そ
も
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
慎
重
に
判

断
し
ま
し
ょ
う
。

②
勇
気
を
持
っ
て
、は
っ
き
り
断
る

　「
結
構
で
す
」「
い
い
で
す
」な
ど
あ
い
ま

い
な
返
事
は
せ
ず
に
、「
い
り
ま
せ
ん
」「
お

帰
り
く
だ
さ
い
」と
、は
っ
き
り
断
り
ま
し

ょ
う
。

　
も
し
、何
度
断
っ
て
も
帰
ら
な
い
な
ど
手

に
負
え
な
い
場
合
は
、警
察
へ
通
報
し
ま
し

ょ
う
。

③
署
名
や
押
印
を
う
か
つ
に
し
な
い

　
契
約
書
を
良
く
読
み
、契
約
内
容
が
納
得

で
き
な
い
な
ら
署
名
や
押
印
は
し
な
い
。

　
契
約
し
た
場
合
は
、契
約
書
や
契
約
時
の

メ
モ
書
き
な
ど
の
証
拠
書
類
を
き
ち
ん
と

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

④
迷
っ
た
ら
１
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談

　
迷
っ
た
ら
、家
族
・
友
人
・
近
所
な
ど
周
り

の
人
や《
庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
》に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

不
要
な
物
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
訪
問
販
売
で
強
引
な
勧
誘
を
受
け
て
思

わ
ず
契
約
を
し
た
場
合
、商
品
に
よ
っ
て
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
で
契
約
を
解
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

　
お
困
り
の
場
合
は《
庄
原
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
》に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
・
相
談
に
つ
い

て
、専
門
の
消
費
生
活
相
談
員
や
生
活
安
全

相
談
員
、市
民
生
活
課
生
活
安
全
係
の
職
員

が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、

●
訪
問
販
売
で
不
必
要
な
物
を
買
っ
て
し

ま
っ
た
。

●
し
つ
こ
い
電
話
勧
誘
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
。

●
注
文
し
て
い
な
い
品
物
が
送
ら
れ
て
き

た
。

●
メ
ー
ル
な
ど
で
身
に
覚
え
の
な
い
請
求

を
さ
れ
た
。

●
簡
単
に
収
入
が
得
ら
れ
る
仕
事
が
あ
る

と
誘
わ
れ
た
。

●
多
数
の
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
て
、返
済

が
で
き
な
く
な
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
消
費
生
活
に
関
す
る
困

り
ご
と
が
あ
れ
ば
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。ご
相
談
の
際
に
は
、相
談
内
容
の
わ

か
る
書
類（
契
約
書
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ

シ
）や
品
物
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

相
談
日
　
毎
週
月
～
金
曜
日

9
時
～
17
時（
12
時
～
13
時
は
除
く
）

場
所
　
市
役
所
１
階
市
民
生
活
課
内

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
1
2
2
8

　
業
者
が
訪
問
販
売
で
、不
要
な
も
の
や
高
額
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
言
葉
巧
み
に
勧
誘
を

し
た
り
、時
に
は
強
引
に
売
り
つ
け
た
り
す
る
事
例
が
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
最
近
の
悪
質
な
訪
問
販
売
の
手
口
を
知
っ
て
、突
然
の
訪
問
者
に
十
分
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

消
費
生
活
相
談
員

生
活
安
全
相
談
員

点
検
商
法

か
た
り
商
法

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

各 

相 

談 

員
を
紹
介
し
ま
す

悪
質
な
訪
問
販
売
に
気
を
つ
け
て
！

毎週水曜日

天道　茂代 さん

毎週月、火、木曜日

八谷　こずえ さん

毎週月～金曜日

松田　史朗 さん

健康広場
healthy column

保健医療課　栄養士

田 端  早 苗
ばた さ なえた

～
こ
ん
な
い
い
こ
と
あ
る
よ
～

よ
く
噛
む
こ
と
で

　
　
　
　
得
ら
れ
る
効
果

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

免
疫
力
を
高
め
る

疲
れ
目
に
効
く

美
容
効
果

食
べ
過
ぎ
防
止

姿
勢
が
よ
く
な
る

消
化
を
助
け
る

虫
歯
を
予
防

脳
を
活
性
化

　「
一
口
で
30
回
噛
み
ま
し
ょ
う
」。昔

か
ら
よ
く
聞
く
言
葉
で
す
が
、皆
さ
ん

実
践
し
て
い
ま
す
か
？

　
な
か
な
か
で
き
な
い
と
い
う
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
よ
く
噛
む
」こ

と
は
、消
化
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
普
段
、早
食
い
だ
と
自
覚
し
て
い
る

方
な
ど
、ぜ
ひ「
よ
く
噛
む
効
果
」を
試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
緊
張
す
る
と
交
感
神
経
が
強
く
働

き
、口
の
中
が
カ
ラ
カ
ラ
に
な
っ
た
り

し
ま
す
が
、そ
の
反
対
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
副
交
感
神
経
が
強
く
働
く
と
、口

の
中
に
唾
液
が
分
泌
さ
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。よ
く
噛
む
と
多
量
に
唾
液
が

分
泌
さ
れ
る
の
で
、副
交
感
神
経
が
働

き
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
き
ま
す
。

　
よ
く
噛
む
と
副
交
感
神
経
が
刺
激

さ
れ
、白
血
球
の
中
の
リ
ン
パ
球
の
数

が
増
え
る
こ
と
で
免
疫
力
を
高
め
、病

気
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
に
有
効
で

す
。ま
た
、よ
く
噛
む
こ
と
で
ノ
ル
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
と
い
う
物
質
が
分
泌
さ

れ
、全
身
の
細
胞
の
活
動
が
活
発
化
し

ま
す
。こ
の
た
め
体
温
が
上
昇
し
、そ

の
結
果
免
疫
力
が
高
ま
る
と
も
言
え

ま
す
。

　
よ
く
噛
む
と
唾
液
が
多
く
出
ま
す

が
、そ
の
中
に
は
虫
歯
を
予
防
す
る
成

分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。溶
か
さ
れ
た

エ
ナ
メ
ル
質
を
再
石
灰
化
し
、歯
を
支

え
る
骨
を
丈
夫
に
し
ま
す
。

　
脳
へ
の
血
流
が
促
進
さ
れ
、脳
の
機

能
が
向
上
し
、記
憶
力
・
集
中
力
・
判
断

力
な
ど
が
高
ま
り
ま
す
。寝
不
足
で
眠

い
と
き
も
、食
事
を
と
る
と
頭
が
シ
ャ

ン
と
し
て
く
る
の
も
、よ
く
噛
む
こ
と

が
関
係
し
て
い
ま
す
。パ
ロ
チ
ン
と
い

う
物
質
が
分
泌
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

老
化
の
予
防
に
な
る
と
い
う
働
き
も

あ
り
ま
す
。

　
目
は
咀
嚼
筋
の
近
く
に
あ
る
の
で
、

目
の
周
り
の
血
行
が
よ
く
な
り
ま
す
。

水
晶
体
の
厚
み
を
調
節
す
る
毛
様
体

筋
の
コ
リ
を
ほ
ぐ
す
働
き
が
あ
り
ま

す
。

　
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
と
早
く
血
糖

値
が
上
昇
す
る
た
め
、脳
の
満
腹
中
枢

を
刺
激
し
ま
す
。20
分
く
ら
い
か
け
て

食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
よ
く
噛
ん
で
食
べ
て
い
る
と
き
は
、

首
・
胸
・
背
中
な
ど
の
多
く
の
筋
肉
も

連
動
さ
せ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
体
を

支
え
る
筋
肉
が
強
く
な
り
、姿
勢
も
ピ

ン
と
な
り
ま
す
。筋
肉
を
使
う
こ
と
で

基
礎
代
謝
が
高
ま
る
効
果
も
あ
り
ま

す
。

　
よ
く
噛
む
と
食
べ
物
が
細
か
く
砕

か
れ
、消
化
酵
素
に
よ
っ
て
一
層
分
解

が
促
進
さ
れ
ま
す
。ま
た
、消
化
酵
素

に
頼
り
き
ら
な
い
で
す
む
た
め
、体
全

体
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。胃
腸
に

負
担
を
か
け
ず
に
、効
率
よ
く
栄
養
素

を
吸
収
し
ま
し
よ
う
。

　
よ
く
噛
む
と
顔
の
筋
肉
が
鍛
え
ら

れ
、シ
ワ
を
予
防
す
る
効
果
も
あ
り
ま

す
。

毎
回
は
難
し
い
け
ど
…

　
時
間
に
比
較
的
余
裕
の
あ
る
夕
食

の
時
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

ゆ
っ
く
り
食
べ
る
時
間
は
な
い
…

　
最
初
の
１
口
２
口
分
だ
け
で
も
30

回
程
度
噛
み
、胃
の
消
化
吸
収
力
を
向

上
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　「
こ
め
か
み
」は
、物
を
噛
む
と
こ
の

部
分
が
動
く
こ
と
か
ら
、「
米
噛
み
」に

由
来
し
ま
す
。米
以
外
の
物
を
噛
ん
で

も
動
き
ま
す
が
、日
本
の
主
食
が
米
で

あ
っ
た
こ
と
や
、か
つ
て
は
固
い
生
米

を
食
べ
て
お
り
、よ
く
噛
む
必
要
が
あ

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら「
米
噛
み
」と
い

い
ま
す
。「
こ
め
か
み
」を
意
識
し
な
が

ら
し
っ
か
り
噛
み
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
を
意
識
！

な
か
な
か
噛
め
な
い
時
は
？

「よく噛む習慣を身に付けよう」

そ
し
ゃ
く
き
ん

も
う 

よ
う 

た
い

き
ん

か
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※
相
談
員
が
不
在
の
時
は
生
活
安
全
係
の

職
員
が
対
応
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
５
４

　
点
検
と
称
し
て
訪
問
し
、「
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
」と
か「
無
料
で
点
検
を

す
る
」な
ど
と
、あ
た
か
も
正
規
の
点
検
の

ふ
り
を
し
な
が
ら
断
れ
な
い
状
態
に
し
、最

終
的
に
高
額
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
売
り

つ
け
る
手
口
。

　「
屋
根
」「
床
下
」「
布
団
」「
電
話
」「
地
デ
ジ
」

「
ボ
イ
ラ
ー
」な
ど
、点
検
の
口
実
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。

　「
消
防
署
の
ほ
う
か
ら
来
ま
し
た
」な
ど

と
消
防
署
員
の
ふ
り
を
し
て
、「
消
火
器
の

設
置
が
必
要
」と
か「
消
防
法
の
改
正
で
、火

災
報
知
器
を
設
置
し
な
い
と
処
罰
さ
れ
る
」

と
し
て
、消
火
器
や
火
災
報
知
器
な
ど
を
売

り
つ
け
る
手
口
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、郵
便
局
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
、電
力

会
社
、水
道
局
な
ど
を
語
り
、浄
水
器
や
電

話
機
な
ど
を
売
り
つ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

①
う
ま
い
話
は
先
ず
疑
う

　
業
者
の
話
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、同
様
の
商

品
な
ど
の
価
格
を
比
較
す
る
と
と
も
に
、そ

も
そ
も
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
慎
重
に
判

断
し
ま
し
ょ
う
。

②
勇
気
を
持
っ
て
、は
っ
き
り
断
る

　「
結
構
で
す
」「
い
い
で
す
」な
ど
あ
い
ま

い
な
返
事
は
せ
ず
に
、「
い
り
ま
せ
ん
」「
お

帰
り
く
だ
さ
い
」と
、は
っ
き
り
断
り
ま
し

ょ
う
。

　
も
し
、何
度
断
っ
て
も
帰
ら
な
い
な
ど
手

に
負
え
な
い
場
合
は
、警
察
へ
通
報
し
ま
し

ょ
う
。

③
署
名
や
押
印
を
う
か
つ
に
し
な
い

　
契
約
書
を
良
く
読
み
、契
約
内
容
が
納
得

で
き
な
い
な
ら
署
名
や
押
印
は
し
な
い
。

　
契
約
し
た
場
合
は
、契
約
書
や
契
約
時
の

メ
モ
書
き
な
ど
の
証
拠
書
類
を
き
ち
ん
と

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

④
迷
っ
た
ら
１
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談

　
迷
っ
た
ら
、家
族
・
友
人
・
近
所
な
ど
周
り

の
人
や《
庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
》に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

不
要
な
物
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
訪
問
販
売
で
強
引
な
勧
誘
を
受
け
て
思

わ
ず
契
約
を
し
た
場
合
、商
品
に
よ
っ
て
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
で
契
約
を
解
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

　
お
困
り
の
場
合
は《
庄
原
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
》に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
・
相
談
に
つ
い

て
、専
門
の
消
費
生
活
相
談
員
や
生
活
安
全

相
談
員
、市
民
生
活
課
生
活
安
全
係
の
職
員

が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、

●
訪
問
販
売
で
不
必
要
な
物
を
買
っ
て
し

ま
っ
た
。

●
し
つ
こ
い
電
話
勧
誘
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
。

●
注
文
し
て
い
な
い
品
物
が
送
ら
れ
て
き

た
。

●
メ
ー
ル
な
ど
で
身
に
覚
え
の
な
い
請
求

を
さ
れ
た
。

●
簡
単
に
収
入
が
得
ら
れ
る
仕
事
が
あ
る

と
誘
わ
れ
た
。

●
多
数
の
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
て
、返
済

が
で
き
な
く
な
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
消
費
生
活
に
関
す
る
困

り
ご
と
が
あ
れ
ば
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。ご
相
談
の
際
に
は
、相
談
内
容
の
わ

か
る
書
類（
契
約
書
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ

シ
）や
品
物
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

相
談
日
　
毎
週
月
～
金
曜
日

9
時
～
17
時（
12
時
～
13
時
は
除
く
）

場
所
　
市
役
所
１
階
市
民
生
活
課
内

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
1
2
2
8

　
業
者
が
訪
問
販
売
で
、不
要
な
も
の
や
高
額
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
言
葉
巧
み
に
勧
誘
を

し
た
り
、時
に
は
強
引
に
売
り
つ
け
た
り
す
る
事
例
が
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
最
近
の
悪
質
な
訪
問
販
売
の
手
口
を
知
っ
て
、突
然
の
訪
問
者
に
十
分
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

消
費
生
活
相
談
員

生
活
安
全
相
談
員

点
検
商
法

か
た
り
商
法

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

各 

相 

談 

員
を
紹
介
し
ま
す

悪
質
な
訪
問
販
売
に
気
を
つ
け
て
！

毎週水曜日

天道　茂代 さん

毎週月、火、木曜日

八谷　こずえ さん

毎週月～金曜日

松田　史朗 さん

健康広場
healthy column

保健医療課　栄養士

田 端  早 苗
ばた さ なえた

～
こ
ん
な
い
い
こ
と
あ
る
よ
～

よ
く
噛
む
こ
と
で

　
　
　
　
得
ら
れ
る
効
果

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

免
疫
力
を
高
め
る

疲
れ
目
に
効
く

美
容
効
果

食
べ
過
ぎ
防
止

姿
勢
が
よ
く
な
る

消
化
を
助
け
る

虫
歯
を
予
防

脳
を
活
性
化

　「
一
口
で
30
回
噛
み
ま
し
ょ
う
」。昔

か
ら
よ
く
聞
く
言
葉
で
す
が
、皆
さ
ん

実
践
し
て
い
ま
す
か
？

　
な
か
な
か
で
き
な
い
と
い
う
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
よ
く
噛
む
」こ

と
は
、消
化
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
普
段
、早
食
い
だ
と
自
覚
し
て
い
る

方
な
ど
、ぜ
ひ「
よ
く
噛
む
効
果
」を
試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
緊
張
す
る
と
交
感
神
経
が
強
く
働

き
、口
の
中
が
カ
ラ
カ
ラ
に
な
っ
た
り

し
ま
す
が
、そ
の
反
対
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
副
交
感
神
経
が
強
く
働
く
と
、口

の
中
に
唾
液
が
分
泌
さ
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。よ
く
噛
む
と
多
量
に
唾
液
が

分
泌
さ
れ
る
の
で
、副
交
感
神
経
が
働

き
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
き
ま
す
。

　
よ
く
噛
む
と
副
交
感
神
経
が
刺
激

さ
れ
、白
血
球
の
中
の
リ
ン
パ
球
の
数

が
増
え
る
こ
と
で
免
疫
力
を
高
め
、病

気
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
に
有
効
で

す
。ま
た
、よ
く
噛
む
こ
と
で
ノ
ル
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
と
い
う
物
質
が
分
泌
さ

れ
、全
身
の
細
胞
の
活
動
が
活
発
化
し

ま
す
。こ
の
た
め
体
温
が
上
昇
し
、そ

の
結
果
免
疫
力
が
高
ま
る
と
も
言
え

ま
す
。

　
よ
く
噛
む
と
唾
液
が
多
く
出
ま
す

が
、そ
の
中
に
は
虫
歯
を
予
防
す
る
成

分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。溶
か
さ
れ
た

エ
ナ
メ
ル
質
を
再
石
灰
化
し
、歯
を
支

え
る
骨
を
丈
夫
に
し
ま
す
。

　
脳
へ
の
血
流
が
促
進
さ
れ
、脳
の
機

能
が
向
上
し
、記
憶
力
・
集
中
力
・
判
断

力
な
ど
が
高
ま
り
ま
す
。寝
不
足
で
眠

い
と
き
も
、食
事
を
と
る
と
頭
が
シ
ャ

ン
と
し
て
く
る
の
も
、よ
く
噛
む
こ
と

が
関
係
し
て
い
ま
す
。パ
ロ
チ
ン
と
い

う
物
質
が
分
泌
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

老
化
の
予
防
に
な
る
と
い
う
働
き
も

あ
り
ま
す
。

　
目
は
咀
嚼
筋
の
近
く
に
あ
る
の
で
、

目
の
周
り
の
血
行
が
よ
く
な
り
ま
す
。

水
晶
体
の
厚
み
を
調
節
す
る
毛
様
体

筋
の
コ
リ
を
ほ
ぐ
す
働
き
が
あ
り
ま

す
。

　
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
と
早
く
血
糖

値
が
上
昇
す
る
た
め
、脳
の
満
腹
中
枢

を
刺
激
し
ま
す
。20
分
く
ら
い
か
け
て

食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
よ
く
噛
ん
で
食
べ
て
い
る
と
き
は
、

首
・
胸
・
背
中
な
ど
の
多
く
の
筋
肉
も

連
動
さ
せ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
体
を

支
え
る
筋
肉
が
強
く
な
り
、姿
勢
も
ピ

ン
と
な
り
ま
す
。筋
肉
を
使
う
こ
と
で

基
礎
代
謝
が
高
ま
る
効
果
も
あ
り
ま

す
。

　
よ
く
噛
む
と
食
べ
物
が
細
か
く
砕

か
れ
、消
化
酵
素
に
よ
っ
て
一
層
分
解

が
促
進
さ
れ
ま
す
。ま
た
、消
化
酵
素

に
頼
り
き
ら
な
い
で
す
む
た
め
、体
全

体
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。胃
腸
に

負
担
を
か
け
ず
に
、効
率
よ
く
栄
養
素

を
吸
収
し
ま
し
よ
う
。

　
よ
く
噛
む
と
顔
の
筋
肉
が
鍛
え
ら

れ
、シ
ワ
を
予
防
す
る
効
果
も
あ
り
ま

す
。

毎
回
は
難
し
い
け
ど
…

　
時
間
に
比
較
的
余
裕
の
あ
る
夕
食

の
時
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

ゆ
っ
く
り
食
べ
る
時
間
は
な
い
…

　
最
初
の
１
口
２
口
分
だ
け
で
も
30

回
程
度
噛
み
、胃
の
消
化
吸
収
力
を
向

上
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　「
こ
め
か
み
」は
、物
を
噛
む
と
こ
の

部
分
が
動
く
こ
と
か
ら
、「
米
噛
み
」に

由
来
し
ま
す
。米
以
外
の
物
を
噛
ん
で

も
動
き
ま
す
が
、日
本
の
主
食
が
米
で

あ
っ
た
こ
と
や
、か
つ
て
は
固
い
生
米

を
食
べ
て
お
り
、よ
く
噛
む
必
要
が
あ

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら「
米
噛
み
」と
い

い
ま
す
。「
こ
め
か
み
」を
意
識
し
な
が

ら
し
っ
か
り
噛
み
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
を
意
識
！

な
か
な
か
噛
め
な
い
時
は
？

「よく噛む習慣を身に付けよう」

そ
し
ゃ
く
き
ん

も
う 

よ
う 

た
い

き
ん

か
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トピックス市 政
自　治
振興課

地
域
づ
く
り
の
事
例
を
発
表

自
治
振
興
区
活
動
報
告
会
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旬
野
菜
で
庄
原
市
の
魅
力
を
発
信

食
農
体
験
イ
ベ
ン
ト
in
比
和

農　林
振興課

　
食
農
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庄
原
が
７
月
20
日
、

比
和
町
で「
食
農
体
験
イ
ベ
ン
ト
in
比
和
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、農
業
体
験
や
旬
の
農
産
物
を

利
用
し
た
食
体
験
を
通
じ
て
、庄
原
市
の

農
産
物
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、庄
原
フ

ァ
ン
獲
得
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。市
内

外
か
ら
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
・

出
荷
作
業
、小
刀
を
使
っ
た
ヤ
マ
メ
の
竹

串
調
理
な
ど
を
体
験
し
、は
ん
ご
う
炊
き

に
よ
る
庄
原
産
米
や
食
農
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
委
員
が
調
理
し
た
旬
の
野
菜
を
使
っ
た

料
理
を
食
べ
ま
し
た
。黒
長
文
子
さ
ん
は

「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
ま

で
の
工
程
を
学
び
、規
格
に
あ
っ
た
商
品

を
つ
く
る
大
変
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
食
農
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庄
原
は
、庄
原
の

「
食
」と「
農
」を
見
つ
め
直
し
、地
域
資
源

を
活
用
し
た
交
流
事
業
・
農
業
振
興
・
地
域

活
性
化
を
図
ろ
う
と
市
が
設
置
し
た
組
織
。

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
や
機
関
紙「
し
ょ
う
ば

ら
里
山
の
旬
だ
よ
り
」発
行
な
ど
を
通
じ

て
、庄
原
市
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
で
友
と
誓
う
新
成
人

平
成
21
年
度
庄
原
市
成
人
式

生　涯
学習課

　
平
成
21
年
度
庄
原
市
成
人
式
が
８
月

15
日
、庄
原
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
対
象
と
な
っ
た
新
成
人
は
、平
成

元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
者
お
よ

び
本
市
出
身
者
で
、３
０
３
人
が
式
典
に

出
席
し
ま
し
た
。

　
滝
口
季
彦
市
長
は「
社
会
の
ル
ー
ル
を

守
り
な
が
ら
、大
い
な
る
夢
と
何
事
に
も

果
敢
に
挑
戦
す
る
勇
気
、そ
し
て
、感
受

性
豊
か
な
心
を
原
動
力
に
、社
会
で
持
て

る
力
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、夢
の
実
現
に

向
か
っ
て
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」と
激
励
し

ま
し
た
。ま
た
、新
成
人
を
代
表
し
、加
藤

佑
典
さ
ん（
上
原
町
）が「
今
こ
う
し
て
こ

の
場
に
い
ら
れ
る
の
も
家
族
や
友
人
、地

域
の
皆
様
方
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

今
日
の
こ
の
感
激
を
、私
た
ち
の
人
生
に

活
か
し
、名
実
と
も
に
成
人
に
な
り
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
、サ
イ
ン（
手
話
）シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
渡
辺
り
え
こ
さ
ん
が「
共

に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
」と
題

し
、記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。両
親
の
耳

が
不
自
由
で
あ
っ
た
こ
と
や
手
話
と
歌
を

使
っ
て
独
自
の
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
す
る
と

い
う
夢
に
向
か
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
る

と
い
う
自
ら
の
経
験
を
通
し
て「
夢
の
実

現
に
は
、自
分
を
取
り
巻
く
す
べ
て
の
人

に
感
謝
し
て
、出
会
い
を
大
切
に
、何
度
つ

ま
ず
い
て
も
目
標
を
し
っ
か
り
持
っ
て
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」と
新
成
人
に
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

　
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

近
況
を
話
し
な
が
ら
、懐
か
し
い
友
人
と

の
再
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

農
業
経
営
の
課
題
を
共
有

認
定
農
業
者
等
と
意
見
交
換

農　業
委員会

　
農
業
委
員
と
認
定
農
業
者
等
と
の
意
見

交
換
会
を
８
月
６
日
、庄
原
市
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
広
島
県
農
業
会
議
事
務
局
長
の
木
原
政

弘
さ
ん
が「
農
地
制
度
の
見
直
し
と
農
業

振
興
」に
つ
い
て
講
演
。続
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
認
定
農
業
者
か
ら
は
耕
作
放
棄
地
へ
の

対
応
や
、法
人
化
に
と
も
な
う
問
題
な
ど

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
農
業
委
員
は「
農
家
の
経

営
は
厳
し
く
、農
村
地
域
に
活
気
を
も
た

ら
し
、明
る
い
未
来
を
創
造
す
る
た
め
国

政
レ
ベ
ル
の
施
策
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。出
さ
れ
た
意
見
を
活
動
に
反
映
し
、

農
業
の
活
性
化
に
努
力
し
た
い
」と
答
え

ま
し
た
。

　
庄
原
市
自
治
振
興
区
活
動
報
告
会
を

７
月
25
日
、口
和
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、平
成
20
年
度
に
自
治
振
興

区
活
動
促
進
補
助
金
を
活
用
し
た
18
自

治
振
興
区
が
、活
動
の
成
果
を
ポ
ス
タ
ー

に
し
て
掲
示
。そ
の
う
ち
5
自
治
振
興
区

が
活
動
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
よ

う
と
参
加
し
た
約
2
0
0
人
は
、ポ
ス
タ

ー
を
写
真
に
撮
っ
た
り
、事
業
内
容
に
つ

い
て
質
問
し
た
り
、自
治
振
興
区
間
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
審
査
会
会
長
の
野
原
建
一
広
島
県
立

大
学
名
誉
教
授
は「
報
告
会
の
開
催
に
は

３
つ
の
効
果
が
あ
る
。１
つ
に
は
他
の
活

動
を
モ
デ
ル
と
し
て
自
分
た
ち
の
活
動
の

手
が
か
り
と
な
る
、２
つ
目
に
事
業
実
施

に
よ
り
ど
の
よ
う
な
効
果
が
出
る
か
が
明

確
と
な
る
、３
つ
目
に
事
業
が
地
域
の
人

の
心
を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
と
な
る
。他
の

地
域
活
動
を
参
考
に
、次
な
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
く
だ
さ
い
」と
講
評
し
ま
し
た
。

社　会
福祉課

平
和
の
願
い
を
次
世
代
に
継
承

戦
没
者
追
悼
式
・
平
和
祈
念
式
典

多くの市民が詰めかけた報告会

アスパラガスの出荷作業を見学

認定農業者の意見を聞く農業委員

祝賀パーティーを楽しむ新成人

新成人の決意を述べる加藤さん

追悼の言葉を述べる
庄原市遺族連合会の井澤聖昭会長

　
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る「
庄
原
市
戦
没

者
追
悼
式
並
び
に
平
和
祈
念
式
典
」を
8

月
20
日
、庄
原
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。遺
族
を
は
じ
め
市
民
、小
中
学
生
な

ど
約
6
5
0
人
が
参
列
し
、本
市
出
身
の

戦
没
者
2
9
2
3
人
の
め
い
福
を
祈
り
、

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
滝
口
季
彦
市
長
は「
今
日
の
平
和
が
、

戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
を
礎
と
し
、残
さ
れ

た
ご
家
族
を
は
じ
め
、多
く
の
方
々
の
不

断
の
努
力
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。戦
争
が

も
た
ら
し
た
痛
み
、苦
し
み
、悲
し
み
の

体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
次
世
代

へ
語
り
継
ぎ
、平
和
へ
の
努
力
を
続
け
る

こ
と
が
戦
没
者
の
願
い
で
あ
り
、私
た
ち

市
民
の
責
務
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、参
列
者
全
員
に
よ
る
黙
祷

や
献
花
の
ほ
か
、
関
西
吟
詩
文

化
協
会
の
追
悼
吟
詠
や
比
和
小

学
校
の
児
童
合
唱
、
庄
原
中
学

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
ロ
ビ
ー
に
は
、
県
内
戦

没
者
の
遺
影
・
遺
書
の
ほ
か
、児

童
・
生
徒
、市
民
に
よ
る
折
鶴
な

ど
が
多
数
飾
ら
れ
、
真
剣
な
表

情
で
平
和
を
祈
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

平和への祈りを込めて歌う比和小の児童

も
く 

と
う
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旬
野
菜
で
庄
原
市
の
魅
力
を
発
信

食
農
体
験
イ
ベ
ン
ト
in
比
和

農　林
振興課

　
食
農
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庄
原
が
７
月
20
日
、

比
和
町
で「
食
農
体
験
イ
ベ
ン
ト
in
比
和
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、農
業
体
験
や
旬
の
農
産
物
を

利
用
し
た
食
体
験
を
通
じ
て
、庄
原
市
の

農
産
物
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、庄
原
フ

ァ
ン
獲
得
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。市
内

外
か
ら
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
・

出
荷
作
業
、小
刀
を
使
っ
た
ヤ
マ
メ
の
竹

串
調
理
な
ど
を
体
験
し
、は
ん
ご
う
炊
き

に
よ
る
庄
原
産
米
や
食
農
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
委
員
が
調
理
し
た
旬
の
野
菜
を
使
っ
た

料
理
を
食
べ
ま
し
た
。黒
長
文
子
さ
ん
は

「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
ま

で
の
工
程
を
学
び
、規
格
に
あ
っ
た
商
品

を
つ
く
る
大
変
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
食
農
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庄
原
は
、庄
原
の

「
食
」と「
農
」を
見
つ
め
直
し
、地
域
資
源

を
活
用
し
た
交
流
事
業
・
農
業
振
興
・
地
域

活
性
化
を
図
ろ
う
と
市
が
設
置
し
た
組
織
。

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
や
機
関
紙「
し
ょ
う
ば

ら
里
山
の
旬
だ
よ
り
」発
行
な
ど
を
通
じ

て
、庄
原
市
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
で
友
と
誓
う
新
成
人

平
成
21
年
度
庄
原
市
成
人
式

生　涯
学習課

　
平
成
21
年
度
庄
原
市
成
人
式
が
８
月

15
日
、庄
原
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
対
象
と
な
っ
た
新
成
人
は
、平
成

元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
者
お
よ

び
本
市
出
身
者
で
、３
０
３
人
が
式
典
に

出
席
し
ま
し
た
。

　
滝
口
季
彦
市
長
は「
社
会
の
ル
ー
ル
を

守
り
な
が
ら
、大
い
な
る
夢
と
何
事
に
も

果
敢
に
挑
戦
す
る
勇
気
、そ
し
て
、感
受

性
豊
か
な
心
を
原
動
力
に
、社
会
で
持
て

る
力
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、夢
の
実
現
に

向
か
っ
て
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」と
激
励
し

ま
し
た
。ま
た
、新
成
人
を
代
表
し
、加
藤

佑
典
さ
ん（
上
原
町
）が「
今
こ
う
し
て
こ

の
場
に
い
ら
れ
る
の
も
家
族
や
友
人
、地

域
の
皆
様
方
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

今
日
の
こ
の
感
激
を
、私
た
ち
の
人
生
に

活
か
し
、名
実
と
も
に
成
人
に
な
り
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
、サ
イ
ン（
手
話
）シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
渡
辺
り
え
こ
さ
ん
が「
共

に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
」と
題

し
、記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。両
親
の
耳

が
不
自
由
で
あ
っ
た
こ
と
や
手
話
と
歌
を

使
っ
て
独
自
の
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
す
る
と

い
う
夢
に
向
か
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
る

と
い
う
自
ら
の
経
験
を
通
し
て「
夢
の
実

現
に
は
、自
分
を
取
り
巻
く
す
べ
て
の
人

に
感
謝
し
て
、出
会
い
を
大
切
に
、何
度
つ

ま
ず
い
て
も
目
標
を
し
っ
か
り
持
っ
て
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」と
新
成
人
に
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

　
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

近
況
を
話
し
な
が
ら
、懐
か
し
い
友
人
と

の
再
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

農
業
経
営
の
課
題
を
共
有

認
定
農
業
者
等
と
意
見
交
換

農　業
委員会

　
農
業
委
員
と
認
定
農
業
者
等
と
の
意
見

交
換
会
を
８
月
６
日
、庄
原
市
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
広
島
県
農
業
会
議
事
務
局
長
の
木
原
政

弘
さ
ん
が「
農
地
制
度
の
見
直
し
と
農
業

振
興
」に
つ
い
て
講
演
。続
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
認
定
農
業
者
か
ら
は
耕
作
放
棄
地
へ
の

対
応
や
、法
人
化
に
と
も
な
う
問
題
な
ど

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
農
業
委
員
は「
農
家
の
経

営
は
厳
し
く
、農
村
地
域
に
活
気
を
も
た

ら
し
、明
る
い
未
来
を
創
造
す
る
た
め
国

政
レ
ベ
ル
の
施
策
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。出
さ
れ
た
意
見
を
活
動
に
反
映
し
、

農
業
の
活
性
化
に
努
力
し
た
い
」と
答
え

ま
し
た
。

　
庄
原
市
自
治
振
興
区
活
動
報
告
会
を

７
月
25
日
、口
和
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、平
成
20
年
度
に
自
治
振
興

区
活
動
促
進
補
助
金
を
活
用
し
た
18
自

治
振
興
区
が
、活
動
の
成
果
を
ポ
ス
タ
ー

に
し
て
掲
示
。そ
の
う
ち
5
自
治
振
興
区

が
活
動
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
よ

う
と
参
加
し
た
約
2
0
0
人
は
、ポ
ス
タ

ー
を
写
真
に
撮
っ
た
り
、事
業
内
容
に
つ

い
て
質
問
し
た
り
、自
治
振
興
区
間
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
審
査
会
会
長
の
野
原
建
一
広
島
県
立

大
学
名
誉
教
授
は「
報
告
会
の
開
催
に
は

３
つ
の
効
果
が
あ
る
。１
つ
に
は
他
の
活

動
を
モ
デ
ル
と
し
て
自
分
た
ち
の
活
動
の

手
が
か
り
と
な
る
、２
つ
目
に
事
業
実
施

に
よ
り
ど
の
よ
う
な
効
果
が
出
る
か
が
明

確
と
な
る
、３
つ
目
に
事
業
が
地
域
の
人

の
心
を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
と
な
る
。他
の

地
域
活
動
を
参
考
に
、次
な
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
く
だ
さ
い
」と
講
評
し
ま
し
た
。

社　会
福祉課

平
和
の
願
い
を
次
世
代
に
継
承

戦
没
者
追
悼
式
・
平
和
祈
念
式
典

多くの市民が詰めかけた報告会

アスパラガスの出荷作業を見学

認定農業者の意見を聞く農業委員

祝賀パーティーを楽しむ新成人

新成人の決意を述べる加藤さん

追悼の言葉を述べる
庄原市遺族連合会の井澤聖昭会長

　
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る「
庄
原
市
戦
没

者
追
悼
式
並
び
に
平
和
祈
念
式
典
」を
8

月
20
日
、庄
原
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。遺
族
を
は
じ
め
市
民
、小
中
学
生
な

ど
約
6
5
0
人
が
参
列
し
、本
市
出
身
の

戦
没
者
2
9
2
3
人
の
め
い
福
を
祈
り
、

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
滝
口
季
彦
市
長
は「
今
日
の
平
和
が
、

戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
を
礎
と
し
、残
さ
れ

た
ご
家
族
を
は
じ
め
、多
く
の
方
々
の
不

断
の
努
力
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。戦
争
が

も
た
ら
し
た
痛
み
、苦
し
み
、悲
し
み
の

体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
次
世
代

へ
語
り
継
ぎ
、平
和
へ
の
努
力
を
続
け
る

こ
と
が
戦
没
者
の
願
い
で
あ
り
、私
た
ち

市
民
の
責
務
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、参
列
者
全
員
に
よ
る
黙
祷

や
献
花
の
ほ
か
、
関
西
吟
詩
文

化
協
会
の
追
悼
吟
詠
や
比
和
小

学
校
の
児
童
合
唱
、
庄
原
中
学

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
ロ
ビ
ー
に
は
、
県
内
戦

没
者
の
遺
影
・
遺
書
の
ほ
か
、児

童
・
生
徒
、市
民
に
よ
る
折
鶴
な

ど
が
多
数
飾
ら
れ
、
真
剣
な
表

情
で
平
和
を
祈
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

平和への祈りを込めて歌う比和小の児童

も
く 

と
う
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滝口市長から認定証を受け取る松川さん

水琴窟の試作品を作る委員

専
業
農
家
を
目
指
す
若
者
3
人
へ
奨
励
金

市
農
業
後
継
者
育
成
事
業
で
初
認
定

農　林
振興課

　
口
和
地
域
を「
音
の
里
」に
し
よ
う
と
、

口
和
郷
土
資
料
館
に「
水
琴
窟
」を
設
置
し
、

試
聴
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、各
地
域
の
個
性
や
特
長
を
生

か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る「
ク
ラ
ス

タ
ー
の
ま
ち
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一

環
。口
和
地
域
は「
音
の
里
構
想
」を
掲
げ
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
委
員
と
事
務
局
職
員
で
、

「
水
琴
窟
制
作
」「
B
G
M
と
音
の
C
D
化
」

「
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
」の
3
つ
の
部
会
で
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
水
琴
窟
と
は
、日
本
庭
園
の
技
法
の
一

つ
で
、水
滴
を
落
と
し
た
と
き
に
発
生
す

る
琴
の
よ
う
な
反
響
音
を
庭
園
で
楽
し
む

も
の
。こ
れ
ま
で
視
察
や
研
究
を
重
ね
、試

作
品
が
完
成
。今
後
は
各
自
治
振
興
区
の

集
会
所
な
ど
へ
設
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
市
内
で
新
規
就
農
を
目
指
す
人
を
支

援
す
る「
庄
原
市
農
業
後
継
者
育
成
事
業

奨
励
金
」を
本
年
度
創
設
し
、第
1
回
の

認
定
証
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
面
接
な
ど
の
審
査
会
を
経
て
採
択
が

決
定
し
た
3
人
は
、滝
口
季
彦
市
長
か
ら

認
定
証
を
受
け
取
り
、「
夢
を
持
っ
て
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
を
受
け
ま

し
た
。将
来
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
作
り
た

い
と
い
う
松
川
剛
大
さ
ん
は「
認
定
証
を

受
け
取
り
、農
業
に
対
す
る
熱
い
気
持
ち

が
さ
ら
に
こ
み
上
げ
て
き
た
。こ
の
事
業

に
後
押
し
さ
れ
な
が
ら
庄
原
市
の
農
業
後

継
者
と
し
て
が
ん
ば
り
た
い
」と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、農
業
者
の
高
齢
化
・
後
継

者
不
足
な
ど
の
状
況
を
受
け
、地
域
の
担

い
手
と
な
る
農
業
後
継
者
育
成
・
確
保
を

目
的
と
し
た
も
の
。市
内
で
新
た
に
農
業

の
専
業
経
営
を
目
指
し
、市
内
の
農
家
・
農

業
生
産
法
人
・
県
立
農
業
技
術
大
学
校
で

1
年
以
上
研
修
を
行
っ
た
後
、1
年
以
内

に
市
内
で
農
業
専
業
経
営
を
開
始
す
る
者

（
50
歳
以
下
）に
対
し
、研
修
期
間
中
２
年

間
を
上
限
と
し
月
額
10
万
円
を
奨
励
金
と

し
て
交
付
し
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

す
い 

き
ん  

く
つ

不正防止対策本部「職務公正部会」

原
因
分
析
や
再
発
防
止
策
を
検
討

不
正
防
止
対
策
本
部
を
設
置

総務課

　
市
は
、水
道
課
職
員
が
詐
欺
容
疑
で
逮

捕
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、事
務
担
当
副
市

長
を
本
部
長
と
し
て
、課
長
な
ど
で
構
成

す
る
庄
原
市
不
正
防
止
対
策
本
部
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
現
在
、対
策
本
部
の
な
か
に「
職
務
公
正

部
会
」、「
設
計
・
積
算
部
会
」、「
入
札
・
契
約

制
度
・
検
査
部
会
」の
3
部
会
を
設
け
、不

正
行
為
の
原
因
分
析
や
再
発
防
止
策
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、外
部
の
有
識
者
な
ど
で
組
織
す

る
庄
原
市
不
正
防
止
対
策
委
員
会
を
設
置

し
、対
策
本
部
が
策
定
す
る
不
正
防
止
対

策
に
つ
い
て
、提
言
や
評
価
、検
証
を
受
け

な
が
ら
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

Camera Reportぐるり庄原
Look Around Shobara

カメラレポート

おいしい野菜がとれたよ
西城保育所野菜収穫体験

記念大会に史上最高の参加者
ひろしまクロスカントリー大会

REPORT②

REPORT①

▲真っ赤に熟れたトマトを選ぶ子どもたち

▲実業団選手がレースを引っ張る8㌔の部

　第10回の記念大会となる「ひろしま

クロスカントリー大会」が８月22日、

道後山高原クロカンパークで行われ

ました。

　中国電力など実業団のトップアス

リートをはじめ、１歳９ヵ月の幼児か

ら85歳の高齢者まで約2,100人が挑戦

しました。2,000人の大台を越えるのは

今回が初めて。記念大会として豪華景

品も用意されました。

　参加者は１㌔から８㌔の５コース

に分かれ、多目的広場を次々にスタート。

トップアスリートのスピードを肌で

感じながら、標高700㍍の高原コース

をさわやかに駆け抜けました。沿道か

らは「がんばれ！」と声援が送られ、親子や仲間で励ま

し合いながら、懸命にゴールを目指していました。

　会場内には、特産品などの販売ブースが設けられ、

地元の味を楽しんでいました。

　８月５日、西城保育所の園児が、ＮＰＯ法人ヒバゴ

ンの知恵袋が運営する西城町大屋の小仁子山農園に

出かけ、トウモロコシとトマトの収穫を体験しました。

　年長組と年中組の園児51人は、ＮＰＯ法人のメンバ

ーから農園の説明と収穫の仕方を聞き、自分たちの背

丈よりも高く伸びたトウモロコシ畑

の中で大きな実を探したり、トマトが

植えられたビニールハウスで真っ赤

に熟れたトマトを選んだり、もぎ取り

を体験しました。園児たちは、「とれた！」

と歓声を上げたり、「初めてだけど上

手にとれた」と話したりしていました。

収穫したトウモロコシやトマトは、給

食やおやつの材料として使われます。

　保育所の田中悦子所長は、「子ども

たちにとってよい体験ができた。食育

を通して地域の人たちとのつながり

も大事にしていきたい」と話していま

した。

　西城保育所では、野菜や米を地元農

家から直接仕入れたり、農家から畑を

借りてサツマイモやエダマメ、ナスを植えたり、給食

用食材の地産地消を進めています。また、園児が栽培・

収穫・調理することを通じて食べ物の大切さや、食べ

ることの楽しさ、生きる力を育む食育に取り組んでい

ます。
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ぐるり庄原カメラレポート

REPORT③ 全国初の官民連携「森林教室」
比和小学校が森林体験

感情込めて英語力披露
中学生英語スピーチ大会

▲関係者と参加者で記念撮影

Look Around Shobara Camera Report

生徒の手でまちをきれいに
東城高校ボランティア清掃

REPORT⑥

REPORT⑦
▲紙芝居で環境保全の大切さを学ぶ

　東城高等学校が７月22日、ＪＲ東城駅やバス停・通学路

でクリーン作戦に取り組みました。

　生徒会の呼びかけで１～３年生の有志53人が参加。東

城駅では、脚立にあがって天井や壁のクモの巣を払ったり、

窓ガラスの汚れを専用ブラシや雑巾でふき取ったりしま

した。

　バスの待ち時間などで、東城駅を利用している山田美

恵子さんは「生徒の皆さんのおかげで大変きれいになり

気持ちよくなった」と話していました。

　東城高等学校では、地域貢献活動の一環としてクリー

ン作戦を、平成16年度から毎年２回実施しています。

　総領町の「防犯絵手紙作品展」が７月17日～８月31日、

総領支所・総領文化会館・総領診療所・リストアステー

ションで開催されました。

　３年目の今回は、総領町の小中学生133人が応募。防

犯や安全に対するそれぞれの思いや願いを絵手紙に

して表現しました。

　初日に行われた展示式で、子どもたちは「世の中か

ら犯罪をなくしたい」「安全な町にしたい」「自分たち

が作成した防犯絵手紙をみんなに意識してもらいたい」

と感想を発表。世話役の総領駐在所の爲政誠巡査部長

は「少なくとも10年は継続したい」と話していました。

東城駅を清掃する生徒

▲後鳥羽上皇を熱演

REPORT⑤ 歴史浪漫創作芝居を上演
和南原ふるさと祭り

　隔年で開催される「和南原ふるさと祭り」が8月15日、高野

町の和南原コミュニティセンターで行われ、和南原青年会

やつまき一座により「新後鳥羽院配流情話」が公演されました。

　この芝居は、高野町に伝わる「後鳥羽伝説」を基に、後鳥羽

上皇が高野町を経て隠岐の島へ配流されるまでの物語。

　今回は、三次市出身の演歌歌手、高山秋子さんも役者とし

て出演し、幕間に友情出演の桐山純一さんとともに歌を８

曲披露しました。

　お盆の帰省客も多数観覧するなか、会場からの声援によ

り舞台と観客が一体となって盛り上がり、ふるさとの良さ

を改めて感じていました。

作品を眺める子どもたち▲

▲

　「美しい森林づくりに

関する覚書」を締結した

近畿中国森林管理局とア

サヒビール㈱が７月15日、

比和小学校で全国初となる官民連携の「森林教室」を

開きました。

　広島北部森林管理署の倉石博調整官が「森と木と人

のはなし」を小学校６年生に説明。授業を受けた児童

は「間伐材は何に使われるの」「間伐するのに最初から

少なめに植えないの」などと質問し、森林について知

識を深めました。

　８月４日には、比和町古頃のアサヒの森で、「森林体

験教室」を開催。間伐された状況を観察しながら、森林

の持つ力や間伐などの手入れの大切さを学びました。
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子どもたちの願い絵手紙に
総領で防犯絵手紙作品展

REPORT④

REPORT⑧ 口和町の新スポットが人気
竹地やすらぎ公園グラウンドゴルフ場

▲天然芝のコースを楽しむ子どもたち

　第５回「中学生による英語スピーチ大会」が６月14日、

庄原市ふれあいセンターで開催されました。

　この大会は、英語を好きになって世界へ羽ばたく若者

になってほしいと、庄原ロータリークラブが毎年実施し

ているものです。

　今回は、市内の７中学校から15人の生徒が参加。生徒た

ちは、日ごろ感じていることや将来の夢を、英語で堂々と

発表しました。

　主催した山口三喜雄さんは「来年もたくさんの中学生

に参加してほしい。そして、市民の皆さんも会場で生徒の

発表を応援してほしい」と話していました。

　この春、口和町竹地谷に完成した「竹地やすらぎ公園」

のグラウンドゴルフ場が人気を集めています。

　これは地元自治振興区が、昨年度の庄原市自治振興

区活動促進補助金を活用して、竹地谷地域の活性化を

図ろうと整備。完成後は、地域住民をはじめ各種団体の

グラウンドゴルフ大会に使用され、「16ホールすべてが

天然芝で、とても美しいコース」と評判です。

　８月11日には、口和公民館主催の「小学生グラウンド

ゴルフ大会」が行われ、芝生の気持ちよさとグラウンド

ゴルフの楽しさを満喫していました。

　使用料は１日券500円、団体割引（12名以上）で300円

になります。申し込み・問い合わせは竹地自治振興会の

増原会長へ（　0824-87-2672）。
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REPORT⑨ 防災・防犯活動のダブル受賞
比和女性防火クラブが表彰

和太鼓演奏のコツを学ぶ
まほろばの里「太鼓教室」

▲今岡さんから演奏の基本を学ぶ

Look Around Shobara Camera Report

庄原市の魅力を全国へ発信
BS2「ごきげん歌謡笑劇団」公開録画

REPORT⑫

REPORT⑬

▲左の2人が比和女性防火クラブ

　ＮＨＫ広島放送局と庄原市は８月18日、市民会館

で衛星第２テレビの新番組「ごきげん歌謡笑劇団」の

公開録画を開催しました。

　この番組に、綾小路きみまろさん、早乙女太一さん、

さかなクン、ゲストとして原田悠里さん、藤あや子さ

ん、山川豊さん、宮川大助・花子さんが出演。ヒバゴン

をテーマにした歌謡芝居をはじめ、出演者の歌や踊り、

クイズを交えて、庄原市の魅力を発信しました。

　また番組で公募した「笑って泣いて五・七・五」では、

綾小路きみまろさんが作品を紹介し、夫婦生活や友

人関係のエピソードについて市民の皆さんと楽しい

トークを展開しました。

　この公開録画は、ＮＨＫ衛星第２テレビで、９月４

日（金）21時から21時59分に放送される予定です。▲ワニ料理を紹介する出演者

ヤマタノオロチを熱演

REPORT⑪ 子ども神楽で高齢者を元気に
聖慈保育園が老人ホームで披露

　口和町の聖慈保育園の園児20人が７月25日、特別養護老人ホ

ームの「ハートウイング納涼祭」で神楽を披露しました。

　この納涼祭は、入所者と地域の皆さんがふれあう毎年恒例の

イベント。子どもたちがステージに登場すると、観客から大き

な声援と拍手が送られ、懸命に舞うかわいらしい姿に「元気を

もらった」と高齢者は大喜びでした。

　聖慈保育園はこれまでも年に数回、地元をはじめ市内外の老

人福祉施設へ神楽慰問を続けています。

▲

　比和女性防火クラブが7月

17日、備北地区消防組合消防

本部で、幼少年女性防火委員

会から優良女性消防クラブ

として表彰されました。

　比和女性防火クラブは、大鍋を使用した炊き出し訓練や救

急講習会、年末には消防団と合同で夜回りや消火栓などを点検。

また、住宅火災警報器の普及に向け積極的に取り組み、比和町

では６割を超える全国的に見ても高い設置率となっているな

ど、地域防災への貢献が認められました。代表の津秋なおみさ

んは「平素の活動が認められ大変うれしい」と喜びました。

　６月26日には、防犯組合連合会から平成21年度防犯功労団

体感謝状を受賞しました。

▲防犯組合連合会から感謝状
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REPORT⑭ 特産品を味わいコンサートを楽しむ
比和特産市場で夜市

店頭前でコンサート（右側が平岡さん）」

　太鼓教室が８月８日、帝釈峡まほろばの里で開催され、

市内外から約30人が参加しました。

　定員を上回る申し込みがあり、午前と午後の部に分け

て実施。広島県太鼓連盟公認講師の今岡誠一さんら鬼神

太鼓のメンバーは、二尺太鼓や竹太鼓を使って「ばちを握

りすぎない」「利き手ではない方に力を合わせる」「太鼓は

真ん中が一番いい音がでる」など、演奏のコツを分かりや

すく指導しました。

　参加した東城保育所の前田小夜子副所長は「太鼓を叩

くと気持ちがスカッとして楽しかった。保育所で竹太鼓

を教えているが、ばちの振り方やきめポーズなど、子ども

たちにどう伝えていくか勉強になった」と話していました。

　７月18日、比和特産市場で夜市が開かれました。

　特産品コーナーでは、夏野菜や加工品などが並び、イ

ベントコーナーでは、天ぷら・コロッケ・ソーメンなどが

店頭販売されました。

　庄原保育所に勤務する平岡和子さんのグループ「rimoco's」

のエレクトーン演奏もあり、大人から子どもまで楽しい

思い出となる一夜を過ごしました。

▲

原爆投下から64年、平和への思いを誓う
山内原爆犠牲者慰霊式典

REPORT⑩

▲恒久平和を願いながら焼香する参列者

　原爆投下直後に270人の被爆者を収容し、88人が亡くなっ

た山内地区で８月６日、山内原爆犠牲者慰霊式典が行われ、

遺族や地域住民をはじめ、山内小学校の児童など約100人が

参列しました。

　会場の原爆慰霊碑には多くの折鶴や灯ろうが飾られ、山内

地区社会福祉協議会の菟原元樹会長が「核兵器を廃絶するこ

とが原爆犠牲者の御霊に報いることになる」と誓いと追悼の

言葉を述べました。広島市長のメッセージが紹介された後、

参列者は一人一人焼香し、恒久平和への祈りをささげました。

　米子市から参列した遺族の安酸美奈子さんは「13歳の時に

山内へ来て、黒焦げの中から父を探した。核兵器廃絶への願

いと山内地区の皆さんへの感謝の気持ちでいっぱいです」と

当時を思い出し涙を流していました。

やすかた
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REPORT⑪ 子ども神楽で高齢者を元気に
聖慈保育園が老人ホームで披露

　口和町の聖慈保育園の園児20人が７月25日、特別養護老人ホ

ームの「ハートウイング納涼祭」で神楽を披露しました。

　この納涼祭は、入所者と地域の皆さんがふれあう毎年恒例の

イベント。子どもたちがステージに登場すると、観客から大き

な声援と拍手が送られ、懸命に舞うかわいらしい姿に「元気を

もらった」と高齢者は大喜びでした。

　聖慈保育園はこれまでも年に数回、地元をはじめ市内外の老

人福祉施設へ神楽慰問を続けています。

▲

　比和女性防火クラブが7月

17日、備北地区消防組合消防

本部で、幼少年女性防火委員

会から優良女性消防クラブ

として表彰されました。

　比和女性防火クラブは、大鍋を使用した炊き出し訓練や救

急講習会、年末には消防団と合同で夜回りや消火栓などを点検。

また、住宅火災警報器の普及に向け積極的に取り組み、比和町

では６割を超える全国的に見ても高い設置率となっているな

ど、地域防災への貢献が認められました。代表の津秋なおみさ

んは「平素の活動が認められ大変うれしい」と喜びました。

　６月26日には、防犯組合連合会から平成21年度防犯功労団

体感謝状を受賞しました。

▲防犯組合連合会から感謝状
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REPORT⑭ 特産品を味わいコンサートを楽しむ
比和特産市場で夜市

店頭前でコンサート（右側が平岡さん）」

　太鼓教室が８月８日、帝釈峡まほろばの里で開催され、

市内外から約30人が参加しました。

　定員を上回る申し込みがあり、午前と午後の部に分け

て実施。広島県太鼓連盟公認講師の今岡誠一さんら鬼神

太鼓のメンバーは、二尺太鼓や竹太鼓を使って「ばちを握

りすぎない」「利き手ではない方に力を合わせる」「太鼓は

真ん中が一番いい音がでる」など、演奏のコツを分かりや

すく指導しました。

　参加した東城保育所の前田小夜子副所長は「太鼓を叩

くと気持ちがスカッとして楽しかった。保育所で竹太鼓

を教えているが、ばちの振り方やきめポーズなど、子ども

たちにどう伝えていくか勉強になった」と話していました。

　７月18日、比和特産市場で夜市が開かれました。

　特産品コーナーでは、夏野菜や加工品などが並び、イ

ベントコーナーでは、天ぷら・コロッケ・ソーメンなどが

店頭販売されました。

　庄原保育所に勤務する平岡和子さんのグループ「rimoco's」

のエレクトーン演奏もあり、大人から子どもまで楽しい

思い出となる一夜を過ごしました。

▲

原爆投下から64年、平和への思いを誓う
山内原爆犠牲者慰霊式典

REPORT⑩

▲恒久平和を願いながら焼香する参列者

　原爆投下直後に270人の被爆者を収容し、88人が亡くなっ

た山内地区で８月６日、山内原爆犠牲者慰霊式典が行われ、

遺族や地域住民をはじめ、山内小学校の児童など約100人が

参列しました。

　会場の原爆慰霊碑には多くの折鶴や灯ろうが飾られ、山内

地区社会福祉協議会の菟原元樹会長が「核兵器を廃絶するこ

とが原爆犠牲者の御霊に報いることになる」と誓いと追悼の

言葉を述べました。広島市長のメッセージが紹介された後、

参列者は一人一人焼香し、恒久平和への祈りをささげました。

　米子市から参列した遺族の安酸美奈子さんは「13歳の時に

山内へ来て、黒焦げの中から父を探した。核兵器廃絶への願

いと山内地区の皆さんへの感謝の気持ちでいっぱいです」と

当時を思い出し涙を流していました。

やすかた
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と
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～
15
時

と
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と
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―
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部
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庭
セ
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育
て
に
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す
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。
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域
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時
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５
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］
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分
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～
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和
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域
］
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体
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10
月
６
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火
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９
時
30
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～
12
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と
こ
ろ
　
比
和
自
治
振
興
会
館

※
事
前
予
約
も
で
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ま
す
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者
福
祉
係
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０
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―

７
３
―

１
２
１
０

　
農
地
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転
用
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登
記
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の

他
さ
ま
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ま
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つ
い
て
、

法
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な
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相
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ま
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。
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月
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金
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付
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～
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３
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事
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０
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３
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３
３
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き
　
10
月
8
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木
）
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時
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15
時

と
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市
文
化
会
館

内
容
　
民
事
（
不
動
産
、
登
記
、

交
通
事
故
、
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銭
関
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相
続
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産
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０
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と
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の
り
の

祭
典
’21
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で
開
催
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す
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体
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屋
台
テ
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な
ど
が
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び
、市
内
の
特
産
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が
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し

め
ま
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。
各
団
体
に
よ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
歌
謡
シ
ョ
ー
を

は
じ
め
、お
笑
い
あ
り
、マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
あ
り
の
楽
し
い
ス
テ

ー
ジ
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
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岐
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と
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の
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演
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」

　
平
成
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年
か
ら
毎
年
、
全
国

で
3
万
人
を
超
え
る
方
が
、
広

島
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は
６
０
０
人
を
超
え
る

方
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、
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で
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く
な
っ
て
い

ま
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進
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取
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組
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催
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考
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「
か
け
が
え
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な
い
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ま
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の
取
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組
み
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講
師
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県
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町

「
心
と
い
の
ち
を
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え
る
会
」
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袴
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俊
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ん

②
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マ
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秋
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味
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め
る
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ー

ド
コ
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ナ
ー
や
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ぶ
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う
の
圧

搾
ダ
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飼
実
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し
い
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ベ
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目
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押
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で
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。
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光
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０
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０
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０
０
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旨
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お
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た
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た
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せ
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に
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光
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に
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光
パ
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「
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の
か
が
や
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で
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北
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介
し
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す
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シ
ョ
ウ
バ
ラ
ク
ジ
ラ
の
名
付

け
親
で
あ
る
、
鹿
児
島
大
学
の

大
塚
裕
之
名
誉
教
授
を
お
迎
え

し
て
、「
山
ん
中
の
ク
ジ
ラ
」
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。な
ぜ
、

中
国
山
地
の
庄
原
が
海
に
住
ん

で
い
る
ク
ジ
ラ
化
石
の
産
地
な

の
か
、
そ
の
謎
に
き
っ
と
答
え

が
見
つ
か
り
ま
す
。

と
き
　
9
月
20
日（
日
）

13
時
30
分
～

と
こ
ろ

比
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
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11
月
21
日(

土)

に
庄
原
市
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
、
平
成
21
年
度
庄
原
市
文
芸

大
会
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品
　
短
歌（
1
人
1
首
）・

俳
句（
1
人
2
句
）・
川
柳（
1
人

5
句
）・
現
代
詩（
1
人
1
篇
）

応
募
方
法
　
自
作
の
未
発
表
作

品
を
、
は
が
き
に
書
い
て
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、現
代

詩
は
原
稿
用
紙
に
書
い
て
封
書

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

応
募
は
１
部
門
の
み
で
重
複
で

き
ま
せ
ん
。

応
募
先

【
短
歌
】林
武
志
あ
て

（
川
手
町
１
３
１
８
―

３
）

【
俳
句
】白
川
牧
子
あ
て

（
三
日
市
町
１
５
９
―

１
）

【
川
柳
】山
本
政
美
あ
て

（
西
城
町
熊
野
27
）

【
現
代
詩
】田
中
虎
市
あ
て

（
高
茂
町
16
）

締
め
切
り

10
月
17
日（
土
）必
着

問
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庄
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会
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武
志
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０
８
２
４
―

７
２
―

３
２
８
６

お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

人
権
相
談（
特
設
）

定
期
巡
回
児
童
相
談

広
島
県
自
殺
対
策
講
演
会

生
活
相
談

催
　
　
　
し
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障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

土
地
と
登
記
な
ど
に
関
す
る
相
談
会

西
城
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

庄
原「
み
の
り
の
祭
典
'21

」

無
料
法
律
相
談
室

桜
花
杯
空
手
道
大
会

県
北
初
の
祭
典

『
備
北
酔
い
処
ま
つ
り
』

比
和
自
然
科
学
博
物
館
講
演
会

「
ク
ジ
ラ
の
ふ
る
さ
と
庄
原
」

は
か
ま
だ
し
ゅ
ん
え
い

宝石・メガネ・時計・補聴器・修理 〒727-0013  庄原市西本町2-19-1
ジョイフル 2F

メガネ・補聴器の職人技

【営業時間／午前9：30～午後7：30】

TEL.（0824）75-0037
〒727-0012  庄原市中本町2丁目1-3

【営業時間／8：15～19：00  定休日／第1・第3日曜日】

TEL.（0824）72-0377
〒728-0013  三次市十日市東4-1-30

ショッピングセンター  サングリーン2F

【営業時間／午前9：30～午後7：30】

TEL.（0824）65-0522
宝石・バッグ・舶来ウォッチ

ブランドショップタケダ0120-21-7655

金・プラチナ

お売り下さい
金・プラチナ

お売り下さい
金・プラチナ

宝石箱の中で眠っているリングやネックレス、
デザインが古くなって使っていない貴金属、是非お持ち下さい。

宝石箱の中で眠っているリングやネックレス、
デザインが古くなって使っていない貴金属、是非お持ち下さい。\19,000

12種類のレンズが選べるセット12種類のレンズが選べるセット

お売り下さい《メガネ出来上り価格》

メガネの御用命は「敬ちゃん時計店」及び「メガネハウス  タケダ」をご利用下さい。メガネの御用命は「敬ちゃん時計店」及び「メガネハウス  タケダ」をご利用下さい。

レンズ付
一式

金・プラチナ買取り専門ショップ

●その他、各種価格のメガネも出来ます。

①スタンダードレンズ
②非球面レンズ
③薄型非球面レンズ
④超薄型レンズ
⑤ガラスレンズ
⑥調光ガラスレンズ

⑦くもりにくいレンズ
⑧遠近両用レンズ（初めての方へ）

⑨遠近両用レンズ（薄型でスッキリ）

⑩遠近両用レンズ（ドライブに）

⑪中近両用レンズ（デスクワークに最適）

⑫近々両用レンズ（手元がワイドに）

庄
原
市
文
芸
大
会
作
品

募
　
　
　
集



[

肢
体]

　
9
月
17
日（
木
）

受
付
13
時
～
14
時

と
こ
ろ
　
広
島
県
北
部
保
健
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

鈎
0
8
2
4
―

7
3
―

1
2
1
0

　
各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　
9
月
24
日（
木
）

　
　
　
10
月
13
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き
　
10
月
1
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き
　
10
月
8
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
西
城
公
民
館

●
口
和
地
域

と
き
　
9
月
17
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

口
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
高
野
地
域

と
き
　
10
月
14
日（
水
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
高
野
支
所

●
比
和
地
域

と
き
　
10
月
15
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
比
和
文
化
会
館

●
総
領
地
域

と
き
　
10
月
13
日（
火
）

9
時
～
11
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
　

鈎
0
8
2
4
―

6
2
―

2
5
7
2

　
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　
9
月
17
日（
木
）

　
　
　
10
月
15
日（
木
）

　
　
　
10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童

課
子
育
て
支
援
係
へ
予
約
を
。

鈎
０
８
２
４
―

７
３
―

０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き
　
9
月
25
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

保
健
福
祉
室
へ
予
約
を
。

鈎
０
８
４
７
７
―

２
―

５
１
３
１

［
庄
原
地
域
］

●
身
体
　
10
月
19
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
知
的
　
10
月
13
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
相
談
室

［
比
和
地
域
］

●
身
体
・
知
的
　
10
月
６
日（
火
）

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ
　
比
和
自
治
振
興
会
館

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

鈎
０
８
２
４
―

７
３
―

１
２
１
０

　
農
地
の
転
用
や
登
記
、
そ
の

他
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、

法
務
局
な
ど
の
専
門
家
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

と
き
　
10
月
2
日（
金
）

受
付
　
13
時
～
16
時

と
こ
ろ
　

庄
原
市
役
所
３
階
防
災
対
策
室

比
和
支
所
１
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

鈎
０
８
２
４
―

７
３
―

１
１
３
３

と
き
　
10
月
8
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
三
次
市
文
化
会
館

内
容
　
民
事
（
不
動
産
、
登
記
、

交
通
事
故
、
金
銭
関
係
な
ど
）
、

家
事（
相
続
・
遺
産
分
割
、夫
婦
・

親
子
関
係
、遺
言
な
ど
）に
つ
い

て
相
談
を
受
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
地
方
裁
判
所
三
次
支
部
　

鈎
０
８
２
４
―

６
３
―

５
１
４
１

　
第
30
回
と
な
る
西
城
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
と
、庄
原「
み
の
り
の

祭
典
’21

」を
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

各
団
体
の
展
示
、
屋
台
テ
ン
ト

な
ど
が
並
び
、市
内
の
特
産
品
、

加
工
品
な
ど
秋
の
味
覚
が
楽
し

め
ま
す
。
各
団
体
に
よ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
歌
謡
シ
ョ
ー
を

は
じ
め
、お
笑
い
あ
り
、マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
あ
り
の
楽
し
い
ス
テ

ー
ジ
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

と
き
　
10
月
17
日（
土
）12
時
～ 

　
　
　
　
　
18
日（
日
）9
時
～

と
こ
ろ
　
西
城
球
技
場

内
容
　
多
岐
川
舞
子
歌
謡
シ
ョ

ー
（
18
日
）
、
自
治
振
興
区
ス
ポ

ー
ツ
大
会
な
ど
。

問
い
合
わ
せ

西
城
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

鈎
０
８
２
４
―

８
２
―

２
１
２
１

（
西
城
支
所
地
域
振
興
室
内
）

　
県
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

な
ど
で
鍛
錬
を
積
ん
だ
20
団
体

２
３
７
人
が
、組
手
・
形
競
技
で

熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

と
き
　
10
月
4
日（
日
）

９
時
10
分
～

と
こ
ろ
　
市
総
合
体
育
館

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

鈎
０
８
２
４
―

７
３
―

１
１
９
６

※
当
日
は
市
総
合
体
育
館
へ
。

（
鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
８
０
０
０
）

　●
「
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
を
考
え

る
講
演
会
」

　
平
成
10
年
か
ら
毎
年
、
全
国

で
3
万
人
を
超
え
る
方
が
、
広

島
県
で
は
６
０
０
人
を
超
え
る

方
が
、
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。今
回
、自
殺
対
策
の
先
進

県
で
あ
る
秋
田
県
の
取
り
組
み

を
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

す
る
た
め
、
こ
こ
ろ
と
い
の
ち

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？               

と
き
　
10
月
9
日（
金
）

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ
　
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

①
基
調
講
演

（
13
時
30
分
～
14
時
50
分
）

演
題

「
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切

に
～
私
の
ま
ち
の
取
り
組
み
」

講
師
　
秋
田
県
藤
里
町

「
心
と
い
の
ち
を
考
え
る
会
」

会
長
　
袴
田
俊
英
さ
ん

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
15
時
～
16
時
）

テ
ー
マ

「
大
切
な
命
守
ろ
う
地
域
の
輪

～
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」　

問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所

鈎
０
８
２
４
―

６
３
―

５
１
８
１

●
相
談
窓
口

　
9
月
10
日（
木
）～
16
日（
水
）

は
自
殺
予
防
週
間
で
す
。
お
気

軽
に
次
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

［
保
健
医
療
課
健
康
推
進
係
］

鈎
０
８
２
４
―

７
３
―

１
２
５
５

［
こ
こ
ろ
の
電
話
］

鈎
０
８
２
―

８
９
２
―

９
０
９
０

（
平
日
9
時
～
12
時
、13
時
～
16
時
30
分
）

［
広
島
い
の
ち
の
電
話
］

鈎
０
８
２
―

２
２
１
―

４
３
４
３

（
24
時
間
年
中
無
休
）

　
秋
の
味
覚
が
楽
し
め
る
フ
ー

ド
コ
ー
ナ
ー
や
、
ぶ
ど
う
の
圧

搾
ダ
ン
ス
、鵜
飼
実
演
、神
楽
な

ど
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
で
す
。

と
き
　
9
月
20
日（
日
）・
21
日（
月
）・

22
日（
火
）

10
時
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
広
島
三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

庄
原
観
光
協
会
（
庄
原
商
工
会

議
所
）・
広
島
三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー
・

三
次
市
観
光
協
会
・
備
北
観
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

前
売
チ
ケ
ッ
ト

１
０
０
０
円（
当
日
１
３
０
０
円
）

※「
旨
い
お
酒
」を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
、
あ
え
て
飲

み
放
題
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
期
間
中「
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」

（
三
次
バ
ス
セ
ン
タ
ー
→
三
次

駅
→
イ
ベ
ン
ト
会
場
）
を
運
行

し
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に

お
止
め
く
だ
さ
い
。

※
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
置
い
て
い

る
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
備
北

の
か
が
や
き
」
で
備
北
の
秋
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

鈎
０
８
２
４
―

４
４
―

３
８
５
５

広
島
三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー

鈎
０
８
２
４
―

６
４
―

０
２
０
０

　
シ
ョ
ウ
バ
ラ
ク
ジ
ラ
の
名
付

け
親
で
あ
る
、
鹿
児
島
大
学
の

大
塚
裕
之
名
誉
教
授
を
お
迎
え

し
て
、「
山
ん
中
の
ク
ジ
ラ
」
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。な
ぜ
、

中
国
山
地
の
庄
原
が
海
に
住
ん

で
い
る
ク
ジ
ラ
化
石
の
産
地
な

の
か
、
そ
の
謎
に
き
っ
と
答
え

が
見
つ
か
り
ま
す
。

と
き
　
9
月
20
日（
日
）

13
時
30
分
～

と
こ
ろ

比
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

比
和
教
育
室

鈎
０
８
２
４
―

８
５
―

３
０
０
５

　
11
月
21
日(

土)

に
庄
原
市
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
、
平
成
21
年
度
庄
原
市
文
芸

大
会
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品
　
短
歌（
1
人
1
首
）・

俳
句（
1
人
2
句
）・
川
柳（
1
人

5
句
）・
現
代
詩（
1
人
1
篇
）

応
募
方
法
　
自
作
の
未
発
表
作

品
を
、
は
が
き
に
書
い
て
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、現
代

詩
は
原
稿
用
紙
に
書
い
て
封
書

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

応
募
は
１
部
門
の
み
で
重
複
で

き
ま
せ
ん
。

応
募
先

【
短
歌
】林
武
志
あ
て

（
川
手
町
１
３
１
８
―

３
）

【
俳
句
】白
川
牧
子
あ
て

（
三
日
市
町
１
５
９
―

１
）

【
川
柳
】山
本
政
美
あ
て

（
西
城
町
熊
野
27
）

【
現
代
詩
】田
中
虎
市
あ
て

（
高
茂
町
16
）

締
め
切
り

10
月
17
日（
土
）必
着

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会
　
林
武
志

鈎
０
８
２
４
―

７
２
―

３
２
８
６

お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

人
権
相
談（
特
設
）

定
期
巡
回
児
童
相
談

広
島
県
自
殺
対
策
講
演
会

生
活
相
談

催
　
　
　
し
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障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

土
地
と
登
記
な
ど
に
関
す
る
相
談
会

西
城
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

庄
原「
み
の
り
の
祭
典
'21

」

無
料
法
律
相
談
室

桜
花
杯
空
手
道
大
会

県
北
初
の
祭
典

『
備
北
酔
い
処
ま
つ
り
』

比
和
自
然
科
学
博
物
館
講
演
会

「
ク
ジ
ラ
の
ふ
る
さ
と
庄
原
」

は
か
ま
だ
し
ゅ
ん
え
い

宝石・メガネ・時計・補聴器・修理 〒727-0013  庄原市西本町2-19-1
ジョイフル 2F

メガネ・補聴器の職人技

【営業時間／午前9：30～午後7：30】

TEL.（0824）75-0037
〒727-0012  庄原市中本町2丁目1-3

【営業時間／8：15～19：00  定休日／第1・第3日曜日】

TEL.（0824）72-0377
〒728-0013  三次市十日市東4-1-30

ショッピングセンター  サングリーン2F

【営業時間／午前9：30～午後7：30】

TEL.（0824）65-0522
宝石・バッグ・舶来ウォッチ

ブランドショップタケダ0120-21-7655

金・プラチナ

お売り下さい
金・プラチナ

お売り下さい
金・プラチナ

宝石箱の中で眠っているリングやネックレス、
デザインが古くなって使っていない貴金属、是非お持ち下さい。

宝石箱の中で眠っているリングやネックレス、
デザインが古くなって使っていない貴金属、是非お持ち下さい。\19,000

12種類のレンズが選べるセット12種類のレンズが選べるセット

お売り下さい《メガネ出来上り価格》

メガネの御用命は「敬ちゃん時計店」及び「メガネハウス  タケダ」をご利用下さい。メガネの御用命は「敬ちゃん時計店」及び「メガネハウス  タケダ」をご利用下さい。

レンズ付
一式

金・プラチナ買取り専門ショップ

●その他、各種価格のメガネも出来ます。

①スタンダードレンズ
②非球面レンズ
③薄型非球面レンズ
④超薄型レンズ
⑤ガラスレンズ
⑥調光ガラスレンズ

⑦くもりにくいレンズ
⑧遠近両用レンズ（初めての方へ）

⑨遠近両用レンズ（薄型でスッキリ）

⑩遠近両用レンズ（ドライブに）

⑪中近両用レンズ（デスクワークに最適）

⑫近々両用レンズ（手元がワイドに）

庄
原
市
文
芸
大
会
作
品

募
　
　
　
集
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I n f o r m a t i o n

備北公園管理センター
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備北
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だより
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丘陵公園
だより
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「秋まつり」～Cosmos Autumn Festival～

県
民
の
森
イ
ベ
ン
ト

　
第
5
回「
さ
と
や
ま
夢
ま
つ
り
」

を
10
月
11
日（
日
）、秋
ま
つ
り
期

間
中
の
備
北
丘
陵
公
園
で
開
催

し
ま
す
。

　
こ
の
祭
り
は
、
踊
り
や
音
楽

演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
と
、

地
元
特
産
品
が
楽
し
め
る
フ
ー

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
人
気
で
、

無
料
入
園
日
と
な
る
こ
の
日
は
、

県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

自
慢
の
味
を
披
露
し
た
い
方
は
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
9
月
20
日（
日
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

実
行
委
員
会（
廣
田
）

鈎
０
９
０
―
９
５
０
９
―
３
０
６
３

　
県
民
の
森
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し

て
、比
婆
山
を
中
心
に
近
郊
の
山
々

を
訪
ね
る「
中
国
山
地
の
自
然
探

訪
」で
す
。詳
し
い
内
容
は
、申
込

者
に
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
比
婆
山
の
キ
ノ
コ
観
察
会

　
キ
ノ
コ
の
形
・
毒
キ
ノ
コ
・
食

べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
の
見
分
け
方

を
学
ぼ
う
。

と
き
　
10
月
９
日（
金
）・
10
日（
土
）

●
紅
葉
の
ブ
ナ
林
散
策

　
比
婆
山
と
吾
妻
山
の
ブ
ナ
の

紅
葉
を
じ
っ
く
り
観
察
し
よ
う
。

と
き
　
10
月
16
日（
金
）・
17
日（
土
）

各
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
費

１
泊
３
食

１
人
　
１
万
５
０
０
円

日
帰
り

１
人
　
２
０
０
０
円

定
員
　
各
25
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
公
園
セ
ン
タ
ー

鈎
０
８
２
４
―

８
４
―

２
０
１
１

　
生
活
支
援
と
地
域
の
経
済
活

性
化
を
目
指
し
た
国
の
定
額
給

付
金
の
申
請
期
限
は
、
9
月
28

日
（
月
）
で
す
。
申
請
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
す
ぐ
に
申
請
し
ま

し
ょ
う
。

対
象
者

本
年
２
月
１
日
現
在
で
、
庄
原

市
の

①
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
人

②
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人（
短
期
滞
在
や
不
法

滞
在
し
て
い
る
人
を
除
き
ま
す
）

受
給
者

世
帯
主
が
、
世
帯
全
員
の
分
を

申
請
・
受
給
し
ま
す
。外
国
人
の

場
合
は
、各
個
人
が
申
請
・
受
給

し
ま
す
。

給
付
額

1
人
に
つ
き
１
万
２
０
０
０
円
。

本
年
２
月
１
日
現
在
で
、65
歳
以

上
と
18
歳
以
下
の
方
は
２
万
円
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
０
８
２
４
―

７
３
―

１
１
５
４

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

制
度
と
は
、
1
年
間
に
支
払
っ

た
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自

己
負
担
額
を
世
帯
全
体
で
合
計

し
、
一
定
の
基
準
額
を
超
え
た

場
合
、
そ
の
超
え
た
金
額
に
対

し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
世
帯
の
中

で
か
か
る
医
療
と
介
護
の
費
用

負
担
を
緩
和
し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、12
月
ご
ろ
に
文

書
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課

鈎
０
８
２
４
―

７
３
―

１
１
５
５

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
へ
の
駐
車
禁
止
除
外
指
定

車
標
章
の
交
付
基
準
が
、平
成
21

年
7
月
1
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

内
容
　
標
章
の
交
付
基
準
が

①
下
肢
不
自
由
の
障
害
の
方
は
、

１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
各
級
に
、

②
乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行
性

の
脳
病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障

害
の
う
ち
移
動
機
能
障
害
の
方

は
、
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
各

級
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

申
請
窓
口

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
交

通
課

問
い
合
わ
せ
　

広
島
県
警
察
本
部
交
通
規
制
課

鈎
０
８
２
―

２
２
８
―

０
１
１
０

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
交
通
課

　
広
島
県
民
体
育
大
会
（
陸
上

競
技
の
部
）が
、上
野
総
合
公
園

陸
上
競
技
場
で
、10
月
４
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、一
般
利
用
者
は
、

芝
生
広
場
な
ど
を
中
心
に
利
用

が
制
限
さ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

鈎
０
８
２
４
―

７
２
―

７
２
０
１

定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す

　
公
園
の
秋
を
彩
る
コ
ス
モ
ス

は
す
っ
か
り
お
な
じ
み
に
な
り

ま
し
た
。

　「
花
の
広
場
」に
咲
く
コ
ス
モ

ス
は
、な
ん
と
80
品
種
。こ
れ
は

国
内
で
も
最
大
級
の
コ
ス
モ
ス

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
二
重
の

花
や
、
ほ
の
か
に
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
香
り
が
す
る
コ
ス
モ
ス
な

ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ス
モ
ス
も

咲
い
て
い
ま
す
。

　
花
の
広
場
で
は
老
若
男
女
を

問
わ
ず
、家
族
や
友
人
と
散
歩
、

写
真
撮
影
、ス
ケ
ッ
チ
な
ど
、コ

ス
モ
ス
を
思
い
思
い
の
ス
タ
イ

ル
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
思
い
思
い
の

ス
タ
イ
ル
で
過
ご
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
な
お
、
秋
ま
つ
り
最
終
日
と

最
終
日
前
日
に
は
「
コ
ス
モ
ス

切
花
体
験
」を
行
い
ま
す
。お
楽

し
み
に
！

　　
秋
ま
つ
り
期
間
中
の
イ
ベ
ン

ト
は
人
気
の「
神
楽
上
演
」、定
番

の「
食
体
験
教
室
」、「
ク
ラ
フ
ト

教
室
」な
ど
を
開
催
し
ま
す
。ま

た
、
今
年
初
め
て
開
催
す
る
次

の
イ
ベ
ン
ト
も
お
す
す
め
で
す
。

　
な
し
園
の「
な
し
」に
ち
な
ん

だ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
試
食
や

実
の
も
ぎ
取
り
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、管
理
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
鉄
道
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
芸
備
線
の
歴
史
や
芸
備

線
を
走
っ
た
車
両
を
写
真
、
パ

ネ
ル
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。
ち

ょ
っ
と
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な

る
、
そ
ん
な
展
示
を
予
定
し
て

い
ま
す
。ま
た
、「
人
車
鉄
道
」が

お
目
見
え
し
ま
す
。
線
路
の
上

の
小
さ
な
車
両
を
人
が
押
す
も

の
で
す
が
、
枕
木
と
レ
ー
ル
の

上
を
走
る
（
動
く
）
感
じ
は
「
鉄

道
」そ
の
も
の
。本
物
と
同
じ「
切

符
」で
お
乗
り
い
た
だ
け
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！

　
一
番
人
気
の
「
フ
ー
ド
フ
ェ

ス
タ
」は
、庄
原
産
の
食
を
楽
し

め
る
出
店
が
大
人
気
！
今
年
の

メ
ニ
ュ
ー
が
今
か
ら
楽
し
み
で

す
。特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、毎
回

趣
向
を
凝
ら
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
大
人
気
！
前
回
は
ス
テ

ー
ジ
か
ら
ち
ゃ
ぶ
台
を
豪
快
に

投
げ
飛
ば
す
「
ち
ゃ
ぶ
台
投
げ

大
会
」で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
年
も
楽
し
み
で
す
。

「
さ
と
や
ま
夢
ま
つ
り
」

10
月
11
日（
日
）

イ
ベ
ン
ト

コスモスとイベントを楽しむ、公園の秋。

期間中の10月4日（日）と10月11日（日）は無料入園日です。※駐車料金は別途必要です。

９月12日（土）～10月18日（日）期間中は毎日開園!

駐
車
禁
止
除
外

指
定
車
標
章
の
変
更

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

制
度
が
始
ま
り
ま
す

そ
　
の
　
他

上
野
陸
上
競
技
場
の
利
用
制
限

さ
と
や
ま
夢
ま
つ
り

出
演
・
出
店
団
体
募
集
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「秋まつり」～Cosmos Autumn Festival～

県
民
の
森
イ
ベ
ン
ト

　
第
5
回「
さ
と
や
ま
夢
ま
つ
り
」

を
10
月
11
日（
日
）、秋
ま
つ
り
期

間
中
の
備
北
丘
陵
公
園
で
開
催

し
ま
す
。

　
こ
の
祭
り
は
、
踊
り
や
音
楽

演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
と
、

地
元
特
産
品
が
楽
し
め
る
フ
ー

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
人
気
で
、

無
料
入
園
日
と
な
る
こ
の
日
は
、

県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

自
慢
の
味
を
披
露
し
た
い
方
は
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
9
月
20
日（
日
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

実
行
委
員
会（
廣
田
）

鈎
０
９
０
―
９
５
０
９
―
３
０
６
３

　
県
民
の
森
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し

て
、比
婆
山
を
中
心
に
近
郊
の
山
々

を
訪
ね
る「
中
国
山
地
の
自
然
探

訪
」で
す
。詳
し
い
内
容
は
、申
込

者
に
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
比
婆
山
の
キ
ノ
コ
観
察
会

　
キ
ノ
コ
の
形
・
毒
キ
ノ
コ
・
食

べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
の
見
分
け
方

を
学
ぼ
う
。

と
き
　
10
月
９
日（
金
）・
10
日（
土
）

●
紅
葉
の
ブ
ナ
林
散
策

　
比
婆
山
と
吾
妻
山
の
ブ
ナ
の

紅
葉
を
じ
っ
く
り
観
察
し
よ
う
。

と
き
　
10
月
16
日（
金
）・
17
日（
土
）

各
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
費

１
泊
３
食

１
人
　
１
万
５
０
０
円

日
帰
り

１
人
　
２
０
０
０
円

定
員
　
各
25
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
公
園
セ
ン
タ
ー

鈎
０
８
２
４
―

８
４
―

２
０
１
１

　
生
活
支
援
と
地
域
の
経
済
活

性
化
を
目
指
し
た
国
の
定
額
給

付
金
の
申
請
期
限
は
、
9
月
28

日
（
月
）
で
す
。
申
請
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
す
ぐ
に
申
請
し
ま

し
ょ
う
。

対
象
者

本
年
２
月
１
日
現
在
で
、
庄
原

市
の

①
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
人

②
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人（
短
期
滞
在
や
不
法

滞
在
し
て
い
る
人
を
除
き
ま
す
）

受
給
者

世
帯
主
が
、
世
帯
全
員
の
分
を

申
請
・
受
給
し
ま
す
。外
国
人
の

場
合
は
、各
個
人
が
申
請
・
受
給

し
ま
す
。

給
付
額

1
人
に
つ
き
１
万
２
０
０
０
円
。

本
年
２
月
１
日
現
在
で
、65
歳
以

上
と
18
歳
以
下
の
方
は
２
万
円
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
０
８
２
４
―

７
３
―

１
１
５
４

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

制
度
と
は
、
1
年
間
に
支
払
っ

た
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自

己
負
担
額
を
世
帯
全
体
で
合
計

し
、
一
定
の
基
準
額
を
超
え
た

場
合
、
そ
の
超
え
た
金
額
に
対

し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
世
帯
の
中

で
か
か
る
医
療
と
介
護
の
費
用

負
担
を
緩
和
し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、12
月
ご
ろ
に
文

書
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課

鈎
０
８
２
４
―

７
３
―

１
１
５
５

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
へ
の
駐
車
禁
止
除
外
指
定

車
標
章
の
交
付
基
準
が
、平
成
21

年
7
月
1
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

内
容
　
標
章
の
交
付
基
準
が

①
下
肢
不
自
由
の
障
害
の
方
は
、

１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
各
級
に
、

②
乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行
性

の
脳
病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障

害
の
う
ち
移
動
機
能
障
害
の
方

は
、
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
各

級
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

申
請
窓
口

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
交

通
課

問
い
合
わ
せ
　

広
島
県
警
察
本
部
交
通
規
制
課

鈎
０
８
２
―

２
２
８
―

０
１
１
０

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
交
通
課

　
広
島
県
民
体
育
大
会
（
陸
上

競
技
の
部
）が
、上
野
総
合
公
園

陸
上
競
技
場
で
、10
月
４
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、一
般
利
用
者
は
、

芝
生
広
場
な
ど
を
中
心
に
利
用

が
制
限
さ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

鈎
０
８
２
４
―

７
２
―

７
２
０
１

定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す

　
公
園
の
秋
を
彩
る
コ
ス
モ
ス

は
す
っ
か
り
お
な
じ
み
に
な
り

ま
し
た
。

　「
花
の
広
場
」に
咲
く
コ
ス
モ

ス
は
、な
ん
と
80
品
種
。こ
れ
は

国
内
で
も
最
大
級
の
コ
ス
モ
ス

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
二
重
の

花
や
、
ほ
の
か
に
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
香
り
が
す
る
コ
ス
モ
ス
な

ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ス
モ
ス
も

咲
い
て
い
ま
す
。

　
花
の
広
場
で
は
老
若
男
女
を

問
わ
ず
、家
族
や
友
人
と
散
歩
、

写
真
撮
影
、ス
ケ
ッ
チ
な
ど
、コ

ス
モ
ス
を
思
い
思
い
の
ス
タ
イ

ル
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
思
い
思
い
の

ス
タ
イ
ル
で
過
ご
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
な
お
、
秋
ま
つ
り
最
終
日
と

最
終
日
前
日
に
は
「
コ
ス
モ
ス

切
花
体
験
」を
行
い
ま
す
。お
楽

し
み
に
！

　　
秋
ま
つ
り
期
間
中
の
イ
ベ
ン

ト
は
人
気
の「
神
楽
上
演
」、定
番

の「
食
体
験
教
室
」、「
ク
ラ
フ
ト

教
室
」な
ど
を
開
催
し
ま
す
。ま

た
、
今
年
初
め
て
開
催
す
る
次

の
イ
ベ
ン
ト
も
お
す
す
め
で
す
。

　
な
し
園
の「
な
し
」に
ち
な
ん

だ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
試
食
や

実
の
も
ぎ
取
り
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、管
理
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
鉄
道
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
芸
備
線
の
歴
史
や
芸
備

線
を
走
っ
た
車
両
を
写
真
、
パ

ネ
ル
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。
ち

ょ
っ
と
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な

る
、
そ
ん
な
展
示
を
予
定
し
て

い
ま
す
。ま
た
、「
人
車
鉄
道
」が

お
目
見
え
し
ま
す
。
線
路
の
上

の
小
さ
な
車
両
を
人
が
押
す
も

の
で
す
が
、
枕
木
と
レ
ー
ル
の

上
を
走
る
（
動
く
）
感
じ
は
「
鉄

道
」そ
の
も
の
。本
物
と
同
じ「
切

符
」で
お
乗
り
い
た
だ
け
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！

　
一
番
人
気
の
「
フ
ー
ド
フ
ェ

ス
タ
」は
、庄
原
産
の
食
を
楽
し

め
る
出
店
が
大
人
気
！
今
年
の

メ
ニ
ュ
ー
が
今
か
ら
楽
し
み
で

す
。特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、毎
回

趣
向
を
凝
ら
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
大
人
気
！
前
回
は
ス
テ

ー
ジ
か
ら
ち
ゃ
ぶ
台
を
豪
快
に

投
げ
飛
ば
す
「
ち
ゃ
ぶ
台
投
げ

大
会
」で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
年
も
楽
し
み
で
す
。

「
さ
と
や
ま
夢
ま
つ
り
」

10
月
11
日（
日
）

イ
ベ
ン
ト

コスモスとイベントを楽しむ、公園の秋。

期間中の10月4日（日）と10月11日（日）は無料入園日です。※駐車料金は別途必要です。

９月12日（土）～10月18日（日）期間中は毎日開園!

駐
車
禁
止
除
外

指
定
車
標
章
の
変
更

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

制
度
が
始
ま
り
ま
す

そ
　
の
　
他

上
野
陸
上
競
技
場
の
利
用
制
限

さ
と
や
ま
夢
ま
つ
り

出
演
・
出
店
団
体
募
集



お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

展示品紹介「カワセミ」

　旧比和町の鳥はカワセミです。カワセミ科のカワセミ

とヤマセミは留鳥で、年中、比和川で活動し、その姿をよ

く見ることができます。カワセミもヤマセミも川の中の

魚を空中から狙って飛び込み、魚を捕えて食べています。

　カワセミ、ヤマセミが生息していることは、水の濁りが

なく、水質がよく、きれいな川の象徴となっています。カ

ワセミの仲間で夏鳥のアカショウビンとヤマショウビン

は、渓流にすんでいるサワガニやカエル類、魚などを捕え

て食べています。それらの餌の豊富な場所でないと生き

ていけません。

　カワセミ科の鳥が生息していることは、中国山地の自

然の豊かさを示す証しといえます。

広報 3031 広報 2009 . 092009 . 09

市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

「庄原絵手紙大賞展」
とき　10月８日（木）～11日（日）
　　　10時～17時
　庄原市文化協会事務局　鈎0824-72-5453
　商工観光課商工観光係　鈎0824-73-1179
※展示を希望される団体（または個人）はお申し込み
ください。使用料はいりません。

　「庄原市そして日本の将来は高齢者が左右す

る」。これは県老連の高橋辰夫会長の言葉ですが、

5年後の人口推計で2.5人に1人が高齢者にな

る本市は、まさに高齢者がどう過ごすのか、ま

た地域でどう活躍するのか、その生き方が問わ

れ、社会に及ぼす影響も大きいといえます。こ

うした中、「老人クラブが地域と福祉の担い手

となり、庄原市を県内一の健康長寿のまちにし

たい」と新しい試みを次々と実行する高橋会長

の姿を非常に頼もしく感じました。これからは

若い人に任せようにも、地域に若い人がいない

時代。年齢に関係なく、地域の担い手として生

涯現役で活躍できるまちづくりが求められて

います。

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

しょうばら九日市

鈎0824-75-4411

毎月９日は、しょうばら九日市
★出展者募集中! あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締切です。
★申し込みは
　交流サロンラッキー　鈎0824-72-0075まで

詳しくはHPで http://kunchi-ichi.main.jp

10
月

《と　き》　10月９日（金）　10時～14時
《ところ》　中本町商店街周辺
　　　　　（のぼりが目印）

休日診療のご案内

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。

※残高確認も忘れないでください。

●住民基本台帳登載人口
　人口　　41,363人（前年比－577人）
　男　　　19,627人（前年比－252人）
　女　　　21,736人（前年比－325人）
　世帯数　16,093世帯（前年比－25世帯）

●外国人登録人口
　人口　325人（前年比－２人）

９月・10月の休日診療については、次のとおりです。

９月・10月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

●庄原地域

●東城地域

9月13日（日）

20日（日）

21日（月）

22日（火）

23日（水）

27日（日）

10月　4日（日）

三上クリニック

こぶしの里病院

瀬尾医院

細川医院

こぶしの里病院

東城病院

日伝医院

鈎08477-2-1151

鈎08477-2-5255

鈎08477-2-0023

鈎08477-2-0054

鈎08477-2-5255

鈎08477-2-2150

鈎08477-2-2180

9月13日（日）

20日（日）

21日（月）

22日（火）

23日（水）

27日（日）

10月　4日（日）

林医院

戸谷医院

牧原医院

河本医院

笠間医院

田渕医院

庄原赤十字病院

鈎0824-72-0121

鈎0824-72-3131

鈎0824-72-0057

鈎0824-75-0311

鈎0824-72-0535

鈎0824-72-3900

鈎0824-72-3111

広報日記

問

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

犬・猫の引き取り
鈎0824-72-1398環境衛生課問

人の動き
平成21年７月末日現在

いつものＣＭ、ちょっと気にかけてみると？
男女共同参画コーナー

総領
地域

庄原
地域

西城
地域

東城
地域

口和
地域

高野
地域

比和
地域

毎月第２水曜日
９月９日、10月14日

毎月第1～第4火曜日
９月８日・15日
10月６日・13日・20日・27日

毎月第１・第３木曜日
９月17日、10月１日・15日

毎月第１・第３木曜日
９月17日、10月１日・15日

  9：40～  9：50
10：20～10：30

毎月第４木曜日
９月24日、10月22日

毎月第４木曜日
９月24日、10月22日

毎月第４木曜日
９月24日、10月22日

  9：40～  9：50

11：00～11：10
11：25～11：35
11：50～12：00

  9：00～  9：10

11：40～11：50

13：20～13：30

13：50～14：00

小奴可研修センター
東城文化会館

総領支所
（スクールバス駐車場）

東自治振興センター
市役所車庫
敷信自治振興センター

西城支所前

口和支所前駐車場

高野支所横

比和支所

鈎0824-73-1243

鈎0824-73-1145

鈎0824-73-1175

鈎0824-73-1197

●税務課収納係

●下水道課管理係

●水道課業務係

女性児童課

糸

￥

庄原市役所 　女 性 児 童 課　鈎0824-73-1243

配偶者・パートナーからの

暴力（DV）で悩んでいませんか
～あなたは“ひとり”じゃない～

広 島 県 西 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 女 性 相 談 課
（配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所）鈎082-254-0391

広 島 県 北 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 相 談 援 助 課
（配偶者暴力相談支援センター）鈎0824-63-5181（内線2313）

献血のご案内
鈎0824-73-1155保健医療課

献血をつぎのとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

問

実施日 会　場 受付時間

９月
15日（火）

東城支所
10時～11時30分
12時30分～15時

９月
16日（水）

東城支所
10時～11時30分
12時30分～15時

９月
24日（木）

庄原赤十字病院 11時30分～15時
ふれあい市長室の日程

鈎0824-73-1159企画課広報統計係問

◎と　き　10月10日（土）　９時～12時
◎ところ　口和支所

※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、
事業担当課へお願いします。

ゆめさくら講座
◎かづら教室～welcomeリース～
とき　9月25日（金）10時～12時
参加費　1,300円　定員　20人

◎郷土料理教室
実りの秋・山の幸～なばと栗を味わおう～
とき　10月8日（木）10時～14時
参加費　1,500円　定員　30人

展示　ほか
◎苔玉作品展～苔玉の世界へようこそ～
　（主催：エトピリカ）
期間　9月28日（月）まで

※庄原地域の9月22日は、祝日のため定期収集がありません。

　毎日繰り返し放映されるＣＭ。昔と今で少しずつ変わっ

てきたことに気付いていましたか？

　例えば、かつてのＣＭでは料理や洗濯をするのはいつも

女性で、会社の上司は男性ばかり。

　でも最近のＣＭでは、夫婦で仲良くカレーを作ったり、男

性が気持ち良さそうに洗濯したり。栄養ドリンクを飲んで

ばりばり働く女性も、昔のＣＭでは見

られなかったのではないでしょうか。

　ＣＭは毎日見ているものだけに、男

女の役割やイメージなど、無意識のう

ちに影響されているかもしれません。

　大量の情報が溢れる現代だからこそ、

少し意識してみませんか？

比和自然科学博物館 鈎0824-85-3005

開館　９時～17時（年末年始休館）

カワセミ科の標本は
博物館で見ることが
できます。

【９～10月のイベント情報】



お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

展示品紹介「カワセミ」

　旧比和町の鳥はカワセミです。カワセミ科のカワセミ

とヤマセミは留鳥で、年中、比和川で活動し、その姿をよ

く見ることができます。カワセミもヤマセミも川の中の

魚を空中から狙って飛び込み、魚を捕えて食べています。

　カワセミ、ヤマセミが生息していることは、水の濁りが

なく、水質がよく、きれいな川の象徴となっています。カ

ワセミの仲間で夏鳥のアカショウビンとヤマショウビン

は、渓流にすんでいるサワガニやカエル類、魚などを捕え

て食べています。それらの餌の豊富な場所でないと生き

ていけません。

　カワセミ科の鳥が生息していることは、中国山地の自

然の豊かさを示す証しといえます。

広報 3031 広報 2009 . 092009 . 09

市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

「庄原絵手紙大賞展」
とき　10月８日（木）～11日（日）
　　　10時～17時
　庄原市文化協会事務局　鈎0824-72-5453
　商工観光課商工観光係　鈎0824-73-1179
※展示を希望される団体（または個人）はお申し込み
ください。使用料はいりません。

　「庄原市そして日本の将来は高齢者が左右す

る」。これは県老連の高橋辰夫会長の言葉ですが、

5年後の人口推計で2.5人に1人が高齢者にな

る本市は、まさに高齢者がどう過ごすのか、ま

た地域でどう活躍するのか、その生き方が問わ

れ、社会に及ぼす影響も大きいといえます。こ

うした中、「老人クラブが地域と福祉の担い手

となり、庄原市を県内一の健康長寿のまちにし

たい」と新しい試みを次々と実行する高橋会長

の姿を非常に頼もしく感じました。これからは

若い人に任せようにも、地域に若い人がいない

時代。年齢に関係なく、地域の担い手として生

涯現役で活躍できるまちづくりが求められて

います。

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

しょうばら九日市

鈎0824-75-4411

毎月９日は、しょうばら九日市
★出展者募集中! あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締切です。
★申し込みは
　交流サロンラッキー　鈎0824-72-0075まで

詳しくはHPで http://kunchi-ichi.main.jp

10
月

《と　き》　10月９日（金）　10時～14時
《ところ》　中本町商店街周辺
　　　　　（のぼりが目印）

休日診療のご案内

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。

※残高確認も忘れないでください。

●住民基本台帳登載人口
　人口　　41,363人（前年比－577人）
　男　　　19,627人（前年比－252人）
　女　　　21,736人（前年比－325人）
　世帯数　16,093世帯（前年比－25世帯）

●外国人登録人口
　人口　325人（前年比－２人）

９月・10月の休日診療については、次のとおりです。

９月・10月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

●庄原地域

●東城地域

9月13日（日）

20日（日）

21日（月）

22日（火）

23日（水）

27日（日）

10月　4日（日）

三上クリニック

こぶしの里病院

瀬尾医院

細川医院

こぶしの里病院

東城病院

日伝医院

鈎08477-2-1151

鈎08477-2-5255

鈎08477-2-0023

鈎08477-2-0054

鈎08477-2-5255

鈎08477-2-2150

鈎08477-2-2180

9月13日（日）

20日（日）

21日（月）

22日（火）

23日（水）

27日（日）

10月　4日（日）

林医院

戸谷医院

牧原医院

河本医院

笠間医院

田渕医院

庄原赤十字病院

鈎0824-72-0121

鈎0824-72-3131

鈎0824-72-0057

鈎0824-75-0311

鈎0824-72-0535

鈎0824-72-3900

鈎0824-72-3111

広報日記

問

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

犬・猫の引き取り
鈎0824-72-1398環境衛生課問

人の動き
平成21年７月末日現在

いつものＣＭ、ちょっと気にかけてみると？
男女共同参画コーナー

総領
地域

庄原
地域

西城
地域

東城
地域

口和
地域

高野
地域

比和
地域

毎月第２水曜日
９月９日、10月14日

毎月第1～第4火曜日
９月８日・15日
10月６日・13日・20日・27日

毎月第１・第３木曜日
９月17日、10月１日・15日

毎月第１・第３木曜日
９月17日、10月１日・15日

  9：40～  9：50
10：20～10：30

毎月第４木曜日
９月24日、10月22日

毎月第４木曜日
９月24日、10月22日

毎月第４木曜日
９月24日、10月22日

  9：40～  9：50

11：00～11：10
11：25～11：35
11：50～12：00

  9：00～  9：10

11：40～11：50

13：20～13：30

13：50～14：00

小奴可研修センター
東城文化会館

総領支所
（スクールバス駐車場）

東自治振興センター
市役所車庫
敷信自治振興センター

西城支所前

口和支所前駐車場

高野支所横

比和支所

鈎0824-73-1243

鈎0824-73-1145

鈎0824-73-1175

鈎0824-73-1197

●税務課収納係

●下水道課管理係

●水道課業務係

女性児童課

糸

￥

庄原市役所 　女 性 児 童 課　鈎0824-73-1243

配偶者・パートナーからの

暴力（DV）で悩んでいませんか
～あなたは“ひとり”じゃない～

広 島 県 西 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 女 性 相 談 課
（配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所）鈎082-254-0391

広 島 県 北 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 相 談 援 助 課
（配偶者暴力相談支援センター）鈎0824-63-5181（内線2313）

献血のご案内
鈎0824-73-1155保健医療課

献血をつぎのとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

問

実施日 会　場 受付時間

９月
15日（火）

東城支所
10時～11時30分
12時30分～15時

９月
16日（水）

東城支所
10時～11時30分
12時30分～15時

９月
24日（木）

庄原赤十字病院 11時30分～15時
ふれあい市長室の日程

鈎0824-73-1159企画課広報統計係問

◎と　き　10月10日（土）　９時～12時
◎ところ　口和支所

※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、
事業担当課へお願いします。

ゆめさくら講座
◎かづら教室～welcomeリース～
とき　9月25日（金）10時～12時
参加費　1,300円　定員　20人

◎郷土料理教室
実りの秋・山の幸～なばと栗を味わおう～
とき　10月8日（木）10時～14時
参加費　1,500円　定員　30人

展示　ほか
◎苔玉作品展～苔玉の世界へようこそ～
　（主催：エトピリカ）
期間　9月28日（月）まで

※庄原地域の9月22日は、祝日のため定期収集がありません。

　毎日繰り返し放映されるＣＭ。昔と今で少しずつ変わっ

てきたことに気付いていましたか？

　例えば、かつてのＣＭでは料理や洗濯をするのはいつも

女性で、会社の上司は男性ばかり。

　でも最近のＣＭでは、夫婦で仲良くカレーを作ったり、男

性が気持ち良さそうに洗濯したり。栄養ドリンクを飲んで

ばりばり働く女性も、昔のＣＭでは見

られなかったのではないでしょうか。

　ＣＭは毎日見ているものだけに、男

女の役割やイメージなど、無意識のう

ちに影響されているかもしれません。

　大量の情報が溢れる現代だからこそ、

少し意識してみませんか？

比和自然科学博物館 鈎0824-85-3005

開館　９時～17時（年末年始休館）

カワセミ科の標本は
博物館で見ることが
できます。

【９～10月のイベント情報】
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詳しくはフリーダイヤルでお問合せください。
また、ホームページでもご覧頂けます。
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